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1.調査概要 

1-1 調査目的 

本業務では、瀬戸内海の魅力や瀬戸内海クルーズを行う上での課題を整理し、瀬戸内海沿

岸地域の広域的な連携によるクルーズ振興方策の検討を行うものである。 

 

1-2 調査期間 

平成20年12月24日～平成21年 3月27日 

 

1-3 調査内容 

本業務の内容及び数量は表1.1のとおりである。 

表1.1 業務内容及び数量 

業務名称 業務内容 単位 数 量 摘要 

瀬戸内海沿岸地域の広域的な連携によるクルーズ振興方策検討

業務 

式 1  

計画・準備  式 1  

 計画・準備 式 1  

 事前協議 式 1  

調査・検討  式 1  

 瀬戸内海の魅力と瀬戸内海クルーズを行う上

での課題の整理 

式 1  

 瀬戸内海クルーズを行う上での連携方策の検

討 

式 1  

 検討会の実施 式 1  

 社会実験等の実施 式 1  

 瀬戸内海沿岸地域の広域的な連携によるクル

ーズ振興方策の提案 

式 1  

業務完成図書  式 1  

 業務完成図書作成 式 1  

報告  式 1  

 中間報告 式 1  

 最終報告 式 1  
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社会実験の実施 

参加者アンケート実施 

瀬戸内海クルーズを行う上での連携方策

の検討 

瀬戸内海の魅力と瀬戸内海クルーズを

行う上での課題の整理 

・広域的な連携方策を実現する上

での課題などを把握するため

に実施する社会実験等の実施

内容の検討 

検討会② 

・社会実験等で抽出された課題

の解決に向けた瀬戸内海沿

岸地域の連携方策の検討 

検討会③ 

 

 

 

瀬戸内海沿岸地域の広域的な連携による

クルーズ振興方策の提案 

船社･ＮＰＯ・港湾管理者・自治体

等へヒアリング、アンケート実施 

・瀬戸内海沿岸地域の交流拠点の

広域的な連携に関する検討 

検討会① 

 

1-4 調査・検討の手順 

本業務の調査・検討の手順は下図の通りとする。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告書とりまとめ 

計画・準備 
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紀伊水道、大阪湾、播磨灘、備讃瀬戸、備後灘、燧灘、安芸灘、広島湾、伊予灘、周防灘、

響灘、豊後水道 

1-5 調査検討範囲 

1-5-1 本調査の対象エリア 

本調査の対象エリアは、「瀬戸内海環境保全特別措置法（瀬戸内海法）」及び「同施行令」

で定義される瀬戸内海とし、表 1-5-1 に示す12の海域とする。 

表 1-5-1 瀬戸内海の海域区分 

 

 

 

 

1-5-2 本調査の対象とするクルーズのタイプ 

瀬戸内海で航行するクルーズは以下の表 1-5-2 のように纏められる。 

表1-5-2 クルーズの分類 

タイプ 概  要 

広
域
型 

外航クルーズ 海外からの利用者が中心となる客船 

内航クルーズ 
国内の瀬戸内海以外の港から航行してくる大型客船（20,000トン以

上） 

通過クルーズ 国内の瀬戸内海の港から航行して瀬戸内海を通過する客船 

域
内
型 

寄港クルーズ 
瀬戸内海の港から出港し、瀬戸内海をクルーズ（寄港）する客船（※） 

（大型客船クルーズのオプショナルツアーの場合も想定） 

無寄港クルーズ 
瀬戸内海の港から出港し、瀬戸内海をクルーズ（無寄港）する客船

（※） 

※ 大型客船から小型客船（海上タクシーなど）の客船に加え、個人またはマリーナ所有のク

ルーザーも含む 

本調査では、広域型クルーズ（外航、内航）、域内型クルーズ（個人クルーズまで含む）

を対象に幅広く検討を行うこととするが、広域型（通過クルーズ）については、瀬戸内海

を通過するだけであり、本調査の目標（クルーズ振興による観光客の瀬戸内海沿岸地域へ

の誘致、地域活性）とは直接関連しないため、本調査の対象外とする。 

なお、こうしたクルーズの組み合わせ等によって、本調査が対象とするクルーズは以下

の3つのようなパターンに整理することができる。 
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2. 瀬戸内海の魅力と瀬戸内海クルーズを行う上での課題の整理 

2-1 既往調査資料の分析 

過去に、瀬戸内海あるいはクルーズに関する調査･研究が様々に実施されている。これら既往の調査･

研究成果を整理・分析して、瀬戸内海の魅力、瀬戸内海クルーズを行う上での課題、振興方策事例を抽

出し、各項目別に表示する。また、既往調査資料から得られた魅力と課題等の結果を本調査成果に反映

する。 

2-1-1 既往調査資料の整理 

主な既往調査資料を一覧表にまとめ、表 2-1-1 に示す。 

表 2-1-1 既往調査資料一覧 

No． 資 料 名 作 成 者 発行年度 

1 瀬戸内・海の路 瀬戸内・海の路ネットワーク推

進協議会 
平成 7年度 

2 瀬戸内海歴史文化回廊-きらめく多島海へ- 瀬戸内海歴史文化回廊研究会 平成 9年度 

3 21世紀初頭における中国地方の公共交通サービスと観光

振興のあり方について（答申） 
中国地方交通審議会 平成16年度 

4 瀬戸内海周遊観光促進方策検討調査 四国地方整備局 平成17年度 

5 環境負荷に配慮した瀬戸内海スローツーリズム創出調査 中国運輸局・広島県 平成17年度 

6 旅客船活性化事例集～ベストプラクティス～ 国土交通省海事局 平成18年度 

7 景観と賑わいを活用した瀬戸内活性化検討業務 中国地方整備局 平成18年度 

8 沖縄におけるクルーズ観光活性化方策検討調査 沖縄総合事務局 平成18年度 

9 クルーズの振興と市民参加による港の賑わい創出に関す

る基礎的研究 

(財)港湾空間高度化環境研究

センター 
平成18年度 

10 広島湾域 まるごと感動体験 広島湾ベイエリア・海生都市圏

研究協議会 
平成19年度 

11 瀬戸内海～南紀海域におけるクルーズ利用者に対するア

ンケート調査結果 

近畿運輸局海事振興部・神戸運

輸監理部・中国運輸局海事振興

部・四国運輸局海事振興部 

平成19年度 

12 北海道ブロック「クルーズ振興及びマリンレジャー振興に

ついて」のアンケート結果 
北海道運輸局 平成19年度 

13 沖縄におけるクルーズ船受け入れ態勢の強化に向けた検

討調査 
沖縄総合事務局 平成19年度 

14 国際旅客船等の利用者増大に対応した広域的な港湾施設

の計画・整備方策検討調査 
国土交通省港湾局 平成19年度 

15 船から見る 風景100選 (社) 日本旅客船協会 平成20年度 

16 首都圏観光企業に関するヒアリング結果 瀬戸内・海の路ネットワーク推

進協議会 

平成20年度 

17 魅力検討委員会活動報告(ﾐﾆｸﾙｰｽﾞ） 同上 平成20年度 
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2-1-2 既往調査資料から抽出される瀬戸内海の魅力 

   既往調査資料を分析して、瀬戸内海の魅力を抽出し、表 2-1-2にまとめる。 

 

表 2-1-2 既往調査資料から抽出される瀬戸内海の魅力 

調査項目 既往調査資料から得られる知見 
文献

No． 

瀬
戸
内
海
の
観
光
資
源 

景観 ●山から海を眺める景観（鷲羽山，王子が岳，灰ヶ峰，野呂山，小豆島，新

居浜など）が他の地域より優れている。 

5 

15 

●船上からの景観（フェリーなど展望デッキのある船）が他の地域より優れ

ている。 

島嶼 ●瀬戸内海クルーズでもっとも好評なのは「海から見た島々や橋の景色」で

あるが、「島への上陸体験」の要望も多い。 

●昼飯を島で手作り（バーベキュー）するようなアクティブなクルーズの要

望もある。 

17 

歴史・文化 ●船内ガイドで「瀬戸内海の歴史・文化」が最も好評である。 17 

ク
ル
ー
ズ
の
現
状 

クルーズ経験者

のニーズ（アンケ

ート結果） 

●船内で楽しみなものは船旅そのものである。 

●クルーズ船による船旅として、金額は５万円以内、期間は１週間以内、目

的地は九州、という意見が多数派である。 

●離島への船旅のニーズは高い。 

12 
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2-1-3 既往調査資料から抽出される瀬戸内海クルーズを行う上での課題 

   既往調査資料を分析して、瀬戸内海クルーズを行う上での課題を抽出し、表 2-1-3(1)～(3)にま

とめる。 

 

表 2-1-3(1) 既往調査資料から抽出される瀬戸内海クルーズを行う上での課題 

調査項目 既往調査資料から得られる知見 
文献

№． 

域
外
観
光
客
誘
致 

外
国
人
観
光
客 

ポートセール

ス 

●外国船社の代理店や具体的にチャータークルーズを企画している旅行

会社へのセールスを実施する必要がある。／企画担当者としては、地元な

らではの情報を求めており、実際に現地で体験でき、細かな質問や要望事

項に対応しながら、現場で打ち合わせして企画内容を詰めていくような状

況が望ましい。 

8,13 

●クルーズ誘致活動を担当者だけで行うのではなく、ＮＰＯや市民へも協

力を呼びかけるなど、地元一体となった活動が重要である。 

16 

国
内
観
光
客 

ポートセール

ス、ＰＲ 

●クルーズ誘致活動を担当者だけで行うのではなく、ＮＰＯや市民へも協

力を呼びかけるなど、地元一体となった活動が重要である。 

16 

●寄港地（地元）からの魅力ある観光地の情報提供が有効である。／前寄

港地で次の寄港地の担当者が乗り込んで、観光地、文化、伝統工芸・芸能、

飲食の情報を説明する観光案内が必要である。 

8,13 

寄
港
地
の
地
域
活
性 

テーマ性のあ

る瀬戸内海ク

ルーズの提案 

●「文化の路（万葉）」、「戦の路（源平合戦、水軍）」、「信仰の路（神

社仏閣及び金刀比羅）」等をテーマとして選ぶ必要がある。 

1 

●瀬戸内海を「歴史の海」（岡山県～広島県沿岸）、「風光の海」（広島

湾西部など）、「水軍の海」（しまなみ海道周辺）、「伝説の海」（瀬戸

大橋周辺）の４地域について、地域の魅力を高め、新たな交流の場を形成

する必要がある。 

2 

オプショナル

ツアー 

●クルーズによる異文化とのふれあいを感じる寄港地の伝統文化や伝統

工芸品等を、クルーズ客にとって、短い上陸時間の中で地域の文化に触れ

る手段として提案することが望ましい。 

9 

新しいツアー

メニューの開

発 

●地域密着型オプショナルツアーの設定／ミニクルーズの設定（オプショ

ナルツアーの一環）／関東圏への販売なら、フライ＆クルーズを奨める（瀬

戸内海クルーズは長期間ではなく短期間でのクルーズとなる）等、開発の

必要がある。 

16 

クルーザーの

ための利便情

報とクルージ

ングコース実

態把握情報 

●食事、休憩する場所、係留場所、給油所、景勝地、見所、停泊地（港）

等の情報把握の必要がある。 

●よかった／よく利用するクルージングコース等の実態把握が必要であ

る。 

11 
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表 2-1-3(2) 既往調査資料から抽出される瀬戸内海クルーズを行う上での課題 

調査項目 既往調査資料から得られる知見 
文献

№． 

港
湾
の
受
入
施
設 

ア
ク
セ
ス 

内陸部 ●展望地までのアクセスの整備や公共交通情報の提供が十分になされて

いない。 

5 

発着地・寄港

地 

● 徒歩圏が理想ではあるが、埠頭と市街地へのアクセス性の充実・向上

が必要である。 

8,13 

●港から観光資源及び市内、食事場所等のアクセス手段が確保されている

ことが必要条件である。 

9 

●外との玄関口としてターミナルと背後地域との結節を強化し、人流拠点

としての整備が求められている。 

14 

受
入
施
設 

港湾施設 ●接岸施設（浮き桟橋）は、ユニバーサルデザイン化を図り、人にやさし

い施設へ改善していくことが望ましい。 

4 

●貨客の混在は安全上問題があり、また貨物船との調整で入港時間等の制

限がない客船専用埠頭の利用が最も望ましい。 

13 

●ターミナルは、利便性の向上のために施設の整備、改善が必要である。 

●消費の誘導による経済効果の促進とそれを支援する外国語案内表記の

強化が求められている。 

●旅客からはCIQ 手続きの迅速化の要望は多い。 

●外国人観光客の周辺地域への積極的な誘導が課題となっている。 

14 

●貨客の混在は安全上問題があり、また貨物船との調整で入港時間等の制

限がない客船専用埠頭の利用が最も望ましい。 

8 

●基本的には、国内クルーズ航路の選択では、このようなクルーズ対応の

港湾施設が準備されている港が寄港地として選択される。 

9 

周辺施設 ●利用者の快適性、利便性を向上させるために待合所の充実を図ることが

望ましい。 

●休憩所・トイレの設置箇所数の拡充、確保を図ることが望ましい。 

●船舶利用者向けの専用駐車場の整備や拡充を進めていくことが望まし

い。 

4 

●基本施設（駐車場、トイレ、喫煙場所など）の充実を図る必要がある。

／安全歩行が可能で、バリアフリー化が望ましい。 

16 

 

 



 2-5 

 

表 2-1-3(3) 既往調査資料から抽出される瀬戸内海クルーズを行う上での課題 

調査項目 既往調査資料から得られる知見 
文献

№． 

港
湾
の
受
入
体
制 

受
入
体
制 

歓
迎
イ
ベ
ン
ト 

みなとの

賑わいの

創出 

●ターミナルや港町のもつ独特な賑わいは、寄港地として魅力を向上する

ために必要である。 

 

9 

●市民等からは、港に賑わいがあれば訪れたいとの意見がある。 14 

歓迎イベ

ント 

●歓迎イベントについては、地域の特色のある芸能や食事提供がある所は

評判が良い。 

●寄港地のホスピタリティとして、地元の熱意が感じられる歓迎を旅客に

すべきである。 

8,13 

●実際の土地に根付いた食文化を味わえる楽しみが求められる。 

●地元住民と旅行者との交流や歓迎といった寄港地における受け入れ体

制は、クルーズ船の寄港を定着させる重要なポイントである。 

9 

●地域住民との触れ合いを重視した歓迎セレモニーの設定や歓迎イベン

トの住民への周知が必要である。 

16 

観光ボランテ

ィアガイド 

●ガイドの質の向上、運営体制の構築、情報提供の充実等が必要である。 5 

入港料等の減

免 

●船社は、タグ料金、入港料や係船岸・ターミナル使用料等の減免を要望

する。 

8,13 

ＣＩＱ・通

訳・両替 

●旅客からはCIQ 手続きの迅速化の要望は多い。 14 

情
報
発
信
と
連
携 

情報発信 ●寄港地（地元）からの魅力ある観光地の情報提供が必要である。 

●前寄港地で次の寄港地の担当者が乗り込んで、観光地、文化、伝統工芸・

芸能、飲食の情報を説明する観光案内が望ましい。 

 

8,13 

寄
港
地
間
の
連
携 

単一地域

的 

 

●地方公共団体が実施している観光キャンペーン等との連携が必要であ

る。 

●ボランティアガイドやＮＰＯ法人など他の団体との連携が必要である。 

7 

広域的 ●クルーズ船の寄港促進を図るための各寄港地が連携した取り組みを実

施することが重要である。 

●みなとオアシスどうしの連携が必要である。 

●みなとオアシスと船舶運航会社との連携が必要である。 

 

7,14 

ク
ル
ー
ズ
実

施
上
の
規

制
・
障
害 

港湾内規制 

各種規制等 

●オペレーション上の難点を解決することにより、外国船社の旅客誘致を

促進させる必要がある。（水先人の派遣等の対策検討の必要） 

16 

クルーザーの

ための情報提

供 

●クルーザー利用者が実際の経験に基づく注意すべき水域、危険等の実態

情報把握の必要がある。 

11 
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2-1-4 既往調査資料からわかる振興方策事例 

   既往調査資料を分析して、振興方策事例を抽出し、表 2-1-4(1)にまとめる。 

 

表 2-1-4(1) 既往調査資料から抽出される振興方策事例 

調査項目 既往調査資料から得られる知見 
文献

№． 

新
し
い
ク
ル
ー
ズ 

フェリー航路

の活性化事例 

フェリー航路の下記4活性化事例が紹介されている。 

●斬新なデザイン・足湯も設置したフェリーでの瀬戸内海クルーズ事例 

●定期便を利用した大阪発の瀬戸内ワンナイトクルーズの実施事例 

●日帰りで瀬戸内海を巡るクルーズ事例 

●地元商店街等と連携した港の観光船への集客事例 

6 

瀬戸内海クル

ーズの提案 

●瀬戸内海のクルーズとして、「文化の路（万葉）」、「戦の路（源平合戦、

水軍）」、「信仰の路（神社仏閣及び金刀比羅）」の事例が提案されている。 

1 

●瀬戸内海を「歴史の海」（岡山県～広島県沿岸）、「風光の海」（広島湾

西部など）、「水軍の海」（しまなみ海道周辺）、「伝説の海」（瀬戸大

橋周辺）の４地域にゾーニングし、地域の魅力を高め、新たな交流の場を

形成する提案をしている。 

2 

新たな観光コ

ースの形成 

●訪日観光において広島を核とした中国地方周遊型観光コース及び西瀬戸

内海トライアングル（広島・別府・松山）」の周遊観光コースを提案してい

る。 

●モーターボート・ヨットの周遊観光の拠点となる「海の駅」のネットワー 

ク化を提案している。 

3 

体験型観光の

提案 

●ジャムづくり体験，阿波踊り体験，オーダーメイドジーンズ，山岳霊場エ

コツアーなどの体験メニューが提案されている。 

 

5 

●「海の暮らし・漁業体験」、「山里の暮らし・農林業体験」、「味覚体験」、

「自然環境・アウトドアスポーツ体験」、「歴史文化体験」、「世界遺産宮

島体験」、「広島班別自主研修」、「平和学習・世界遺産原爆ドーム」、「伝

統工芸体験」等の体験型観光が提案されている。 

10 

オプショナル

ツアー 

● 地元ならではの体験型の観光地の事例が示されている。 8,13 

●クルーズによる異文化とのふれあいを感じる寄港地の伝統文化や伝統工 

芸品は、クルーズ客にとって、短い上陸時間の中で地域の文化に触れる格好 

の体験事例である。 

9 

新しいツアー

メニューの開

発 

●新しいツアーメニューとして、「地域密着型オプショナルツアー」、「ミ

ニクルーズ（オプショナルツアーの一環）」、「関東圏への販売としての、

フライ＆クルーズ（瀬戸内海クルーズは長期間ではなく短期間でのクルー

ズ）」等が設定されている。 

16 
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2-2 瀬戸内海クルーズの現状分析 

瀬戸内海クルーズを行う上での課題に関する ①空港・市街地・観光地からクルーズ船が係留す

る施設までの交通手段、所用時間、②クルーズ船の受入施設及び受入体制、について調査するため

に、調査対象とする港湾を選定し、発着地あるいは寄港地として期待される港湾（地域）別に、分

析の視点を定めて調査し、港湾（地域）の現状分析を行う。 

2-2-1 瀬戸内海クルーズの発着地として期待される港湾の現状分析 

(1) 調査対象とする港湾の選定 

以下の5つの視点から22港湾を抽出した。 

・大型客船内航クルーズの寄港地 

・瀬戸内海での域内定期観光船の発着地 

・国際定期航路の発着地 

・大型客船外航クルーズの寄港地 

・外国人観光客が多いエリアに位置する港湾： 

（※外国人観光客の訪問率：日本を訪問した外国人のうち「当該地を訪問した」と回答

した外国人の割合） 

 

表2-2-1 瀬戸内海クルーズの発着地サンプル 

No. 
発着港 
サンプル 

大型客船
(内航)寄
港地

域内定期
観光船発
着地1） 

国際定期
航路 
発着地 2) 

大型客船
(外航)寄
港地 

外国人観光客多
数 

1 和歌山下津港 ○ ○  ○  
2 大阪港 ○ ○ ○ ○ ○ 
3 神戸港 ○ ○ ○ ○ ○ 
4 姫路港 ○   ○  
5 宇野港 ○   ○  
6 水島港    ○  
7 福山港  ○    
8 尾道糸崎港 ○ ○    
9 呉港 ○ ○    
10 広島港 ○ ○  ○ ○ 
11 大竹港 △     
12 岩国港 ○   ○  
13 徳山下松港 ○   ○  
14 下関港 ○  ○ ○ ○ 
15 徳島小松島港 ○   ○  
16 高松港 ○   ○  
17 今治港 ○     
18 松山港 ○     
19 宇和島港 △   ○  
20 北九州港 ○ ○  ○  
21 別府港 ○   ○ ○ 
22 大分港 ○   ○  

備考）1.「大型客船（内航）寄港地」について、○：大型客船（内航）の寄港実績（Ｈ18～Ｈ
20）がある港湾、△：大型客船（内航）の発着・寄港が予定されている港湾を示す。 

2.「域内定期観光船発着地」とは、定期観光船の発着地を示す。 
3.「大型客船（外航）寄港地」について、○：大型客船（外航）の寄港実績（Ｈ18～Ｈ

20）がある港湾を示す。 



 2-8 

 

図 2-2-1 発着地の検討対象とした港湾 
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(2) 現状分析の視点 

1) 瀬戸内海クルーズの対象者の状況 

各港湾における「域外観光客の瀬戸内海への誘致に係るポテンシャル」として、外国人観光客、国

内観光客に区分し、以下の情報を整理した。 

（外国人観光客） 

・国際定期航路の就航状況 

・大型客船（外航）の寄港実績（及び外航クルーズの実施予定） 

・外国人出入国者数 

・外国人観光客の訪問率（背後市町村またはエリア） 

（国内観光客） 

・国内長距離定期航路の就航状況 

・大型客船（内航）の寄港実績（及び内航クルーズの実施予定） 

・日本人観光客数（背後市町村またはエリアにおける府県外観光客数） 

 

2) 瀬戸内海での定期観光船の現状 

・各港湾のクルーズ実績のうち、主に発着港としての実績を整理した。 

・また参考として、瀬戸内海クルーズ実施の可能性として、各港湾の不定期航路事業の船舶隻数（一

部、定期航路事業の予備船を含む）についても整理した。 

 

3)港湾の受入体制・施設 

各港湾における「瀬戸内海地域以外からの観光客の集客・誘致」や「瀬戸内海クルーズの実施」

に当たっての障害を把握するため、以下の情報を整理した。 

（アクセス）‥‥ホームページ等で検索 

・背後の市街地から港湾までのアクセス 

（受入施設）‥‥港湾管理者へのアンケート結果から整理 

・大型客船バース（水深-7.5m以深）‥‥(注)「数字で見る港湾2008」及び国土交通省資料 

・駐車場                 をもとに整理 

・交流拠点施設 

・案内表示・バリアフリー 

（受入体制）‥‥港湾管理者へのアンケート結果から整理 

・歓迎イベント 

・入港料等の減免措置 

・ＣＩＱ（外国人観光客の誘致として） 

・通訳・両替（外国人観光客の誘致として） 
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(3) 瀬戸内海クルーズに関する基本的情報の整理 

1) 外国人観光客の状況 

ｱ) 国際定期航路の就航状況 

･ 大阪港（上海（2航路）、釜山）、神戸港（上海、天津）、下関港（青島、蘇州（太倉）、釜山）が

ある。 

 

ｲ) 大型客船（外航）の寄港実績 

･ 平成 18～20 年における大型客船（外航）の寄港実績は、神戸港で最も多く、次いで、広島港、

宇野港、大阪港となっている。 

 

ｳ) 外国人出入国者数 

･ 外国人出入国者数（平成19年）は、下関港、大阪港、神戸港など国際定期航路が就航している

港湾で多く、地域別に見ると、アジア在住者が８割以上を占めている。 

 

ｴ) 外国人観光客の訪問率 

・ 外国人観光客の訪問率（平成18年度）は、大阪港（大阪市）で最も高く、次いで、神戸港（神

戸）、広島港（広島市）、別府港（別府）で高い。（※外国人観光客の訪問率：日本を訪問した外

国人のうち「当該地を訪問した」と回答した外国人の割合） 

 

2) 国内観光客の状況 

ｱ) 国内定期航路（長距離）の就航状況 

・ 対象港湾については、大阪港、神戸港、徳島小松島港、高松港、今治港、松山港、北九州港、

別府港、大分港に就航している。 

（※長距離航路：航行距離片道 300km 以上のものを対象とした） 

 

ｲ) 大型客船（内航）の寄港実績 

・ 平成18～20年における大型客船（内航）の寄港実績は、神戸港で最も多く、次いで、大阪港、広

島港、高松港、宇野港となっている。 

 

3) 国内観光客数 

･ 各港湾の背後市町村（またはエリア）における国内観光客数は、大阪港（大阪市）で最も多く、

次いで、神戸港（神戸地域）、北九州港（北九州市）、広島港（広島市）、別府港（別府市）、宇

野港（岡山市及び玉野・渋川エリア）で多い。 
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2-2-2 瀬戸内海クルーズの発着地に関する課題の整理 

表 2-2-2(1) 瀬戸内海クルーズの発着地に関する課題の整理 

 課   題 港湾ごとの具体的課題 該当港湾 

１） 外国人観光客の瀬戸内海クルーズへの誘致 

  外国人観光客を瀬戸内海クルーズに誘致する手法としては以下の3点が考えられる。 

   ①外航クルーズ客船の寄港地から小型船等への乗換によるオプショナルクルーズの実施 

   ②国際定期航路の寄港地からクルーズの実施 

   ③外国人に人気の高い観光地から港への誘導、クルーズの実施 

 今回サンプルとして抽出した港湾からは以下の点が課題としてあげられる。 

 魅力あるクルーズメニューの発掘・充実 淡路島（洲本港など）や和歌山下津港などの観光資源を活用したメニュー 大阪港、神戸港 

 家島諸島、小豆島などの観光資源を活用したメニュー 姫路港 

 対岸の北九州港とも連携し、近傍の六連島（既存の定期航路あり）などの観光資源を活用したメニュー 下関港 

 アクセスの向上 市街地からのアクセスの向上が望まれる。 大阪港、姫路港 

 通訳・両替等 通訳・両替等の受入体制のさらなる充実が望ましい。 姫路港、下関港 

２） 国内観光客の瀬戸内海クルーズへの誘致 

国内観光客を瀬戸内海クルーズに誘致する手法としては以下の3点が考えられる。 

①内航クルーズ寄港地からのオプショナルクルーズの実施 

②日本人に人気の高い観光地から、港、瀬戸内海クルーズへの誘致 

③瀬戸内海クルーズは各地域で様々なクルーズメニューを提供 

 今回サンプルとして抽出した港湾からは以下の点が課題としてあげられる。 

 

 

港湾周辺への国内観光客の誘致 港湾周辺への国内観光客のさらなる誘致が望まれる。 福山港、呉港、大竹港、今治港、 

徳島小松島港、宇和島港 

 魅力あるクルーズメニューの発掘・充実 淡路島（洲本港など）や湯浅広港などの観光資源を活用したメニュー 和歌山下津港 

 淡路島（洲本港など）や和歌山下津港などの観光資源を活用したメニュー 大阪港 

 家島諸島、小豆島などの観光資源を活用したメニュー 姫路港 

 小豆島、直島、高松港などの観光資源を活用したメニュー 宇野港、水島港 

 尾道糸崎港や真鍋島などの観光資源を活用したメニュー 福山港 

 福山港（鞆の浦）、生口島、大三島などの観光資源を活用したメニュー 尾道糸崎港 

 阿多田島（既存の定期航路あり）をはじめ広島湾内の島嶼などの観光資源を活用したメニュー 大竹港 

 柱島・黒島・端島（既存の定期航路あり）をはじめ広島湾内の島嶼などの観光資源をメニュー 岩国港 

 大津島（既存の定期航路あり）をはじめ周辺の島嶼などの観光資源をメニュー 徳山下松港 

 対岸の北九州港とも連携し、近傍の六連島（既存の定期航路あり）などの観光資源を活用したメニュー 下関港 

 鳴門海峡（うずしお観潮）をはじめとする観光資源を活用したメニューの発掘・充実 徳島小松島港 

 小豆島、宇野港などの観光資源を活用したメニューの発掘・充実 高松港 
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表 2-2-2(2) 瀬戸内海クルーズの発着地に関する課題の整理 

 課   題 港湾ごとの具体的課題 該当港湾 

 魅力あるクルーズメニューの発掘・充実 大島・弓削島・大三島・因島などの観光資源を活用したメニューの発掘・充実 今治港 

 忽那諸島・周防大島などの観光資源を活用したメニューの発掘・充実 松山港 

 九島（既存の定期航路あり）などの観光資源を活用したメニュー 宇和島港 

 対岸の下関港とも連携し、近傍の馬島・六連島などの観光資源を活用したメニュー 北九州港 

 近傍の港湾・島嶼などの観光資源を活用したメニュー 別府港、大分港 

 アクセスの向上 市街地からのアクセスの向上が望まれる。 姫路港、福山港、大竹港、徳島小松島

港、松山港、北九州港、大分港 

 受入施設の整備 交流拠点施設など、受入施設の整備が望まれる。 福山港 

 駐車場、交流拠点施設など、受入施設の整備が望まれる。 尾道糸崎港、大竹港 

 広域型クルーズと域内型クルーズを連絡する交流拠点施設など、受入施設の整備が望まれる。 呉港、広島港 

 複数の寄港希望に対応するため、大型客船に対応したバースの増設が望まれる。 下関港 
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2-2-3 受入体制に関する先行事例 

表 2-2-3 受入体制に関する先行事例 

区分 実施内容 該当港湾 

歓迎イベント 花束贈呈、入港プレート交換、物産品販売、地元芸能の披露、夜間入港時のキャンドル点灯、出港時の市民による見送り（風船・紙テープ） 宇野港 

地元市等による実績あり（式典、音楽隊歓迎等） 福山港、尾道糸崎港、呉港、 

広島港、大竹港 

地元の各種芸能団体（ボランティア含む）による歓迎イベント、市による観光案内ブースの設置 下関港 

初寄港船舶の船長に高松市長からの楯の贈呈、花束の贈呈や物産展、郷土芸能の披露など（※いずれも現在は実施していない） 高松港 

市による歓迎式の実施 今治港 

水軍太鼓の演奏、ノベルティー（タオル）やパンフレットの配布、マドンナ大使による船長への花束贈呈 松山港 

牛鬼を担ぐ・これかた太鼓、物産販売（特産の真珠）など 宇和島港 

北九州市消防音楽隊・カラーガード隊による演奏・演技、県指定無形民俗文化財「小倉祇園太鼓」、入港歓迎花火の打上の披露など 北九州港 

入港料等の減免措置 初入港時に岸壁使用料を減免 神戸港 

50％減免措置 宇野港 

CIQ等 税関、出入国管理、植物・動物検疫を常設 神戸港 

出入国管理、植物検疫を常設 姫路港 

福山港、広島港は内容不明 福山港 

福山港、広島港は内容不明 広島港 

通訳・両替等 無料ガイドあり 神戸港 

両替は広島港振興協会による実績あり、通訳は広島市観光ボランティアによる実績あり 広島港 
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2-2-4 瀬戸内海クルーズの寄港地として期待される港湾・島嶼の現状分析 

(1) 調査対象とする港湾の選定 

瀬戸内海沿岸の市町村ごとに代表的な港湾を 1港ずつ抽出した。また、島嶼部におい

ては島全体が1つの観光資源であると考えられることから、港湾を特定するのではなく

島として抽出した。以上の視点から83港湾22島嶼を選定した。なお、定期航路が存在

する漁港も寄港地サンプルの候補としたが、市町村を代表するものはなかったので、以

下の表2-2-4(1)～(4)からはその項目を省略した。 

 

表 2-2-4(1) 瀬戸内海クルーズの寄港地サンプル 

府
県 

沿岸市町村 寄港地サンプル 港湾 島嶼部 （備考） 

和
歌
山
県 

和歌山市 
和歌山下津港 ○   

海南市 
有田市     ※寄港地として該当港湾なし 

湯浅町 湯浅広港 ○   
広川町     ※寄港地として該当港湾なし 

由良町 由良港 ○   
日高町     ※寄港地として該当港湾なし 

大
阪
府 

大阪市 大阪港 ○   
堺市 

堺泉北港 ○   高石市 
泉大津市 
忠岡町 

阪南港 ○   岸和田市 
貝塚市 
泉佐野市 泉佐野港 ○   
田尻町 

泉州港 ○   
泉南市 
阪南市 尾崎港 ○   
岬町 淡輪港 ○   

兵
庫
県 

尼崎市 
尼崎西宮芦屋港 ○   西宮市 

芦屋市 
神戸市 神戸港 ○   
明石市 明石港 ○   
播磨町 

東播磨港 ○   加古川市 
高砂市 

姫路市 
姫路港 ○   
家島諸島 
(家島港、網手港) 

 ○  

たつの市     ※寄港地として該当港湾なし 

相生市 相生港 ○   
赤穂市 赤穂港 ○   
淡路市 淡路交流の翼港 ○   
洲本市 洲本港 ○   
南あわじ市 福良港 ○   
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表 2-2-4(2)  瀬戸内海クルーズの寄港地サンプル 

府
県 

沿岸市町村 寄港地サンプル 港湾 島嶼部 （備考） 

岡
山
県 

備前市 日生港 ○   
瀬戸内市 牛窓港 ○   
岡山市 岡山港 ○   
玉野市 宇野港 ○   
倉敷市 児島港 ○   
浅口市     ※寄港地として該当港湾なし 

笠岡市 
笠岡港 ○   
真鍋島 
（真鍋島港） 

 ○  

広
島
県 

福山市 福山港 ○   

尾道市 

尾道糸崎港 ○   
因島 
(重井港、土生港) 

 ○  

生口島 
（瀬戸田港） 

 ○  

三原市 須波港 ○   

竹原市 
竹原港 ○   
大久野島 
（大久野島港） 

 ○  

東広島市 安芸津港 ○   

呉市 

呉港 ○   
大崎下島 
（御手洗港） 

 ○  

上蒲刈島 
（大浦港） 

 ○  

下蒲刈島 
（丸谷港） 

 ○  

倉橋島 
（音戸漁港） 

 ○  

坂町     ※寄港地として該当港湾なし 

広島市 広島港 ○   
廿日市市 宮島港 ○   
大竹市 大竹港 ○   

大崎上島町 

大崎上島 
（沖浦港） 

 ○  

生野島 
（福浦港） 

 ○  

江田島市 
江田島 
（小用港） 

 ○  
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表 2-2-4(3)  瀬戸内海クルーズの寄港地サンプル 

府
県 

沿岸市町村 寄港地サンプル 港湾 島嶼部 （備考） 

山
口
県 

岩国市 岩国港 ○   
柳井市 柳井港 ○   
上関町 室津港 ○   
平生町 平生港 ○   
田布施町     ※寄港地として該当港湾なし 

光市 

徳山下松港 ○   下松市 

周南市 大津島 
（馬島港） 

 ○  

防府市 三田尻中関港 ○   
山口市 秋穂港 ○   
宇部市 宇部港 ○   
山陽小野田
市 

小野田港 ○   

下関市 下関港 ○   

周防大島町 
周防大島 
（伊保田港） 

 ○  

徳
島
県 

鳴門市 撫養港 ○   
松茂町 今切港 ○   
徳島市 

徳島小松島港 ○   
小松島市 
阿南市 橘港 ○   

香
川
県 

東かがわ市 引田港 ○   
さぬき市 志度港 ○   

高松市 
高松港 ○   
女木島 
（女木港） 

 ○  

坂出市 坂出港 ○   
宇多津町 宇多津港 ○   
丸亀市 丸亀港 ○   
多度津町 多度津港 ○   
三豊市 詫間港 ○   
観音寺 観音寺港 ○   
小豆島町 小豆島 

（土庄港） 
 ○  

土庄町 

直島町 
直島 
(宮浦港、風戸港) 

 ○  
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表 2-2-4(4)  瀬戸内海クルーズの寄港地サンプル 

府
県 

沿岸市町村 寄港地サンプル 港湾 島嶼部 （備考） 

愛
媛
県 

四国中央市 三島川之江港 ○   
新居浜市 新居浜港 ○   
西条市 東予港 ○   

今治市 

今治港 ○   
伯方島 
（伯方港） 

 ○  

大島 
（下田水港） 

 ○  

大三島 
（宮浦港） 

 ○  

松山市 松山港 ○   
松前町 松前港 ○   
伊予市 伊予港 ○   
大洲市 長浜港 ○   
八幡浜市 八幡浜港 ○   
伊方町 三崎港 ○   
西予市 三瓶港 ○   
宇和島市 宇和島港 ○   
愛南町 御荘港 ○   

上島町 
弓削島 
（弓削港） 

 ○  

福
岡
県 

北九州市 北九州港 ○   
苅田町 苅田港 ○   

行橋市     
※寄港地として該当港湾な

し 

築上町     
※寄港地として該当港湾な

し 

豊前市 宇島港 ○   

吉富町     
※寄港地として該当港湾な

し 

大
分
県 

中津市 中津港 ○   

宇佐市     
※寄港地として該当港湾な

し 

豊後高田市 高田港 ○   
国東市 伊美港 ○   
杵築市 守江港 ○   
日出町 日出港 ○   
別府市 別府港 ○   
大分市 大分港 ○   
臼杵市 臼杵港 ○   
津久見市 津久見港 ○   
佐伯市 佐伯港 ○   

姫島村 
姫島 
（姫島港） 

 ○  
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注）赤線：海域区分線（赤字：海域名）、●：寄港地  

図 2-2-2 寄港地の検討対象とした港湾・島嶼 
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(2) 現状分析の視点 

1) 寄港地の魅力 

各港湾・島嶼の魅力として、背後の観光エリア（または、市町村・島全体）における

観光資源を以下の区分で整理した。 

（自然観光資源） 

・観光名所（景勝地、自然公園、野生動物観光、その他） 

（歴史・文化観光） 

・文化遺産（世界遺産） 

・博物館・美術館（博物館、美術館、資料館・郷土館、科学館、その他） 

・建造物（寺院、建造物、その他） 

・観光名所（史跡、伝統芸能・神事、祭事、その他） 

・歴史的テーマに関する観光資源 

（レジャー観光資源） 

・テーマパーク（テーマパーク、遊園地、動・植物園、水族館、レジャー施設、温泉

地、その他） 

・ショッピング（ショッピングモール、観光物産店、その他） 

・体験型イベント（体験型イベント、乗物、その他） 

・夜景スポット 

（食文化） 

・伝統食など 

（マリーナ・ヨットハーバー等） 

・個人所有のプレジャーボートでのクルーズの受入に関連する情報として、同一市町

村・島内に位置するマリーナ・ボートパークの有無についても整理した。 

 

2) 瀬戸内海での域内定期クルーズの現状 

各港湾・島嶼のクルーズ実績のうち、主に寄港地としての実績を整理した。 

 

3) 国内定期航路 

各港湾・島嶼のクルーズのポテンシャルとして、国内定期航路（長距離を除く）の現

状の情報を整理した。 

 

4) 港湾の受入体制・施設 

各港湾・島嶼の「域内型クルーズの実施」に当たっての障害を把握するため、以下の

情報を整理した。 
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（受入体制・施設）‥‥関連自治体、観光協会へのアンケート調査に回答頂いたものを

記載 

・岸壁・係留施設（大型船以外のチャータークルーズ船、個人やマリーナが所有する

プレジャーボートが日常的に寄港可能な施設） 

・給油・給水施設（プレジャーボートの寄港として） 

・交流拠点施設 

・食事・宿泊施設 

（アクセス）‥‥ホームページ等で検索 

・観光地へのアクセス状況 
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2-2-5 瀬戸内海クルーズの寄港地に関する課題の整理 

表 2-2-5 瀬戸内海クルーズの寄港地に関する課題の整理 

 課   題 港湾ごとの具体的課題 対象港湾 

1) 域内型クルーズの振興による寄港地の地域活性 

域内型クルーズの振興の手法としては以下の3点が考えられる。 

   ①魅力あるクルーズメニューの発掘・充実 

   ②背後の観光資源や定期航路を活用したクルーズコースの発掘 

   ③個人所有のプレジャーﾎﾞｰﾄを含む多様な船舶によるクルーズの提案 

 今回サンプルとして抽出した港湾からは以下の点が課題としてあげられる。 

 

 魅力あるクルーズメニューの発掘・充実 神戸港、大阪港などからの域内型クルーズの寄港地として、魅力あるクルーズメニューの発掘・充実を図ることが望まれる。 小豆島 

 呉港、今治港などからの域内型クルーズの寄港地として、竹原の町並みなどを活用した魅力あるクルーズメニューの発掘・充実が望まれる。 竹原港 

 豊富な観光資源を活用した魅力あるクルーズメニューの発掘・充実が望まれる。 高松港 

 和歌山下津港、泉州港、大阪港、神戸港、明石港、児島港、生口島、広島港・宮島港、下関港、志度港、三島川之江港、長浜港、御荘港、別府港、福良港 

 新たな観光資源の発掘 姫路港などからの域内型クルーズの寄港地として、新たな観光資源の発掘が望まれる。 日生港 

 別府港、北九州港等からの域内型クルーズの寄港地としては、新たな観光資源の発掘が望まれる。 姫島 

 湯浅広港、明石港、東播磨港、牛窓港、宇野港、笠岡港、大久野島、安芸津港、呉港、倉橋島、大竹港、柳井港、室津港、徳山下松港、宇部港、小野田港、橘港、引田港、女木島、丸亀港、多

度津港、観音寺港、直島、伯方島、東予港、伊予港、八幡浜港、臼杵港、津久見港、佐伯港由良港、阪南港、泉佐野港、尾崎港、淡輪港、東播磨港、真鍋島、須波港、大崎下島、上蒲刈島、下

蒲刈島、大崎上島、生野島、岩国港、平生港、大津島、三田尻中関港、今切港、宇多津港、松前港、三崎港、三瓶港、弓削港、苅田港、宇島港、中津港、高田港、伊美港、守江港、日出港、 

 背後の観光資源を活用した宿泊型クルーズ

コースの発掘 

神戸港、大阪港などからの域内型クルーズの寄港地として、背後の豊富な観光資源を活用した宿泊型クルーズコースの発掘の可能性も有している。 小豆島 

 今治港、大三島、宇和島港、別府港 

 現行の定期航路を活用したクルーズコース

の発掘 

高松港などと連携した魅力あるクルーズメニューの発掘・充実が望まれる。 宇野港 

 別府港、北九州港等からの域内型クルーズの寄港地として、既存の定期航路を活用したクルーズコースの発掘が望まれる。 姫島 

 家島諸島、因島、生口島、大崎上島、女木島、直島、伯方島、大島  

 市街地（観光地）へのアクセスの改善 観光エリアへのアクセス改善が望まれる。 坂出港、姫島 

 堺泉北港、姫路港、家島諸島、福山港、秋穂港、撫養港、徳島小松島港、詫間港、新居浜港、大三島、松山港、宇和島港、北九州港、大分港 

 ※市街地へのアクセスが良い事例 徳山下松港（JR及びJR新幹線徳山駅から徒歩すぐ） 

→域内型クルーズの寄港地だけでなく、発着港としてのポテンシャルを有すると考えられる。 

※寄港地サンプルとして取り上げていないが、三原港についても同様（JR及びJR新幹線三原駅から徒歩すぐ）である。 

 岸壁・係船施設の整備 クルーズ船の係留施設の整備が望まれる。 日生港 

 プレジャーボートの係留施設の整備が望まれる。 宇野港、竹原港 

 岸壁・係留施設の整備が望まれる。 生口島 

 受入施設（給油・給水等施設、交流拠点施

設、宿泊・食事施設）などの整備 

食事施設、物販施設等についても整備が望まれる。 宇野港 

 見学・買物の施設、宿泊施設の整備が望まれる。 江田島 

 外航クルーズの発着港でもあるため、外国語（英語、中国語、ハングル語）表記の案内板の整備が望まれる。 高松港 

 給油施設、宿泊施設の整備が望まれる。 坂出港 
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2-3 主要狭水道における海上交通量 

2-3-1 瀬戸内海の航路における管制船舶の運航状況 

●瀬戸内海では、海上交通安全法（表 2-4-1 参照）に基づく航路として、明石海峡航路、備讃瀬戸東

航路、宇高東航路、宇高西航路、備讃瀬戸北航路、備讃瀬戸南航路、水島航路、来島海峡航路があ

る。 

●海上交通安全法に基づく航路における管制船舶（航路通報が義務づけられている巨大船、危険物積

載船等）の運航状況（平成 19 年）をみると、明石海峡航路が 5,361 隻と最も多く、次いで備讃瀬戸

東航路、来島海峡航路の順で多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典））「海上保安統計年報（自 平成 19 年 1月 1日 至 平成 19 年 12 月 31 日 第 58 巻）」 

（海上保安庁） 

図 2-3-1 航路管制船舶運航状況（平成 19 年） 

 

 

2-3-2 明石海峡航路における通航船舶の状況 

●明石海峡における過去 5年間の通航隻数の推移をみると、東航船、西航船とも漸減傾向にある。

一方、航路通報船舶の過去 5年間の通航隻数の推移については、概ね横ばい又は漸増傾向にある。 

●明石海峡航路内の月別の混雑状況をみると、月による混雑状況の変化はほとんどみられない。ま

た、時間帯別の混雑状況をみると、東航航路、西航航路ともに、4～7時及び 13～15 時に際立っ

た混雑時間帯がみられる。 

【明石海峡における衝突事故の例】平成 20 年 3月 5日午後 2時 55 分ごろ、明石海峡大橋から東約２・５キロの神

戸市沖の海上で、貨物船「ゴールドリーダー」や、タンカー「オーシャンフェニックス」など３隻が衝突、ゴー

ルドリーダーが沈没した。 
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2-3-3 備讃瀬戸東・北・南航路、宇高東・西航路、水島航路、 

来島海峡航路における通航船舶の状況 

●備讃瀬戸東・北・南航路、宇高東・西航路、水島航路及び来島海峡航路における過去 5年間の通航

隻数の推移をみると、各航路とも通航隻数は漸減傾向にある。 

 

2-3-4 関門海峡航路における通航船舶の状況 

●関門海峡航路における過去 5年間の通航隻数の推移をみると、平成 15 年から 18 年にかけては増加

傾向にあり、平成 19 年は前年とほぼ同程度となっている。 

 

2-3-5 海上交通量に係る課題 

   

 

● 既往調査資料(NO. 11)から、図 2-3-8 に示すように、注意すべき水域及び危険水域がアンケート

調査結果として抽出されている。アンケート調査結果から、海上交通量による輻輳海域として、

西宮・芦屋沖、備讃瀬戸、瀬戸大橋の下：北航路・南航路、高松港沖、釣島水道（本船航路）が

指摘されている。 

● 本調査における社会実験②（クルーザー）によるアンケート調査結果からは以下の指摘があった。 

（5-3 アンケート調査等のまとめ 参照）                                                                                                                   

①プレジャーボートは、大型船との接近により、瀬戸内海のピーク交通量の時点には危険が生じ

る場合もある。 

②小型であるため、天候によっては揺れが気になる。 

● 旅行代理店ヒアリング調査結果から、以下の指摘があった。 

（5-3 アンケート調査等のまとめ 参照）  

①大型客船外航クルーズ船は、瀬戸内海に航行規制箇所があることや水先人付け規制箇所がある

こと等から、瀬戸内海航行コースを避ける場合がある。 

②旅行代理店業界としても、瀬戸内海のすばらしい多島美観光を楽しめる瀬戸内海航行をお勧め

できない状況である。 
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2-4 海上交通関連法規 

2-4-1 海上交通三法ほか関連法規 

●我が国における船舶交通の安全を確保するための法律としては、基本的な海上交通ルールを定める

「海上衝突予防法」が制定されているほか、船舶交通が輻輳する東京湾、伊勢湾及び瀬戸内海の三

海域については「海上交通安全法」が、入出航船舶が多い港内については「港則法」が、それぞれ

海上衝突予防法の特別法として制定され、これらに基づく各種の規制に加えて所要の安全指導が行

われている。 

●また、船舶交通の安全の確保及び船舶の運航能率の増進を目的とした「水先法」、船舶の安全な航行

等に必要な船体、機関及び諸設備等について最低限の技術基準を定めた「船舶安全法」が制定され

ている。 

●海上運送事業の運営に関する法律としては、「海上運送法」が定められている。同法では、航路設定

の有無、運航の定期・不定期、「人の運送の有無」によって事業が区分されている。また、人の運送

を行うには、旅客定員が 12 名を超えるか否かでも事業内容や申請方法（許可申請、事前届出など）

が異なる。 

 

2-4-2 海上交通関連法規に係る課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●本調査における地元船社へのアンケート調査結果では、「海上交通の輻輳（航路規制を含む）問題」

及び「入港料・水先料の問題」を、クルーズ事業上の障害と認識しているのは 41 回答数中、2社ず

つと少なかった。このことから海上交通関連法規は地元船社にとってクルーズ事業を行う上での課

題として認識されていないことが分かる。 

●港内泊地においては、回頭２Ｌ規制がなされている。 

●海上交通安全法第２３条に基づき、備讃瀬戸東、宇高東、宇高西、備讃瀬戸北、備讃瀬戸南及び水

島の各航路においては、巨大船の夜間航行を禁止しており、このことが瀬戸内海のクルーズ振興の

妨げとなっていることが既存資料 No.16 の旅行代理店ヒアリング意見で確認された。 
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3. 瀬戸内海クルーズを行う上での連携方策の検討 

3-1 課題の整理（単一地域で解決できるものと 

広域連携によって効果的になるもの） 

前章までに抽出した課題は、以下の表3-1のように整理することができる。これらは単一

地域で解決可能な課題もあるが、複数の関係者が連携することで、より大きな効果が期待で

きる。そこで、表3-1にはそれぞれの課題解決に、どちらが重点的に取り組むべきかを◎と

○を用いて記載した。（◎が重点的に課題解決に取り組むべき主体） 

表3-1 瀬戸内海クルーズを行う上での課題の整理 

課  題 単一 広域 

（発着地に関する課題の整理） 

① 港湾周辺への観光客の誘致 ◎ ○ 

② 魅力あるクルーズメニューの開発・充実 ○ ◎ 

③ 港へのアクセスの改善 ◎ ○ 

④ 受入施設の整備 ◎ ○ 

⑤ 受入体制の充実 ◎ ○ 

（寄港地に関する課題の整理） 

⑥ 魅力あるクルーズメニューの開発・充実 ○ ◎ 

⑦ 市街地（観光エリア）へのアクセスの改善 ◎ ○ 

⑧ 新たな観光資源の発掘 ◎ ○ 

⑨ 現状の定期航路等を活用したクルーズコースの開発 ○ ◎ 

⑩ 背後の観光資源を活用した宿泊型クルーズコースの不足 ○ ◎ 

⑪ 岸壁・係留施設等の整備 ◎ ○ 

⑫ 給油・給水等施設、交流拠点施設、宿泊・食事施設などの整備 ◎ ○ 

（上記以外の課題） 

⑬ クルーズに関する情報発信・PRの不足 ○ ◎ 

⑭ クルーズ船の誘致（ポートセールス等） ◎ ◎ 

⑮ 諸規制の緩和（ＣＩＱ、入港料・水先料、航路規制等） ○ ◎ 
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3-2 連携方策の考え方～連携方策の枠組み：４つの観点による課題の分類 

前節で整理した課題の解決のために、関係主体の広域連携はクルーズ振興において必要不

可欠である。 

そこで本章では、瀬戸内海クルーズを行う上での課題を解決するために国、港湾管理者、

広域組織などの関係者が連携して取り組むべき連携方策について検討する。 

クルーズ振興による地域の活性化は、クルーズを実施する自治体が主体となるが、実施に

あたっては、ルート設定、クルーズ船誘致にあたり関係する自治体間の連携が求められる。

また、必要な係留施設や旅客ターミナルなどの施設整備に向けた港湾管理者との連携、クル

ーズ船受入に際して、歓迎イベントの開催やガイドの育成など地元住民団体等の連携、関係

する民間事業者との連携が必要である。 

一方、国、府県においては、これら瀬戸内海クルーズの事業化に向けて関係者を取りまと

め、必要な基盤整備と事業のバックアップをしていくことが求められ、関係省庁との連携や

自治体のみならず瀬戸内海沿岸地域の広域連携組織との連携が必要である。 

また、瀬戸内海沿岸地域の広域連携組織は、クルーズルートの提案や社会実験クルーズの

実施、瀬戸内海の魅力発信など、その広域的基盤を活かした取り組みが求められる。 

これらの役割を念頭に連携方策を検討することとする。 

クルーズ振興のための連携方策としては、上記の課題を連携の視点から、下記の４つの観

点で分類し、具体的取り組み内容を検討していくこととする。 

クルーズ振興のための課題を以下のように分類する。 

以降では、この分類に基づき連携方策と具体的な取り組み内容検討する。Ａ、Ｂ、Ｃは域

内型クルーズに関して、Ｄは広域型クルーズにのみ関する内容とする。 

Ａ．域内型クルーズの商品化 

⑧新たな観光資源の発掘 

②⑥魅力あるクルーズメニューの開発・充実 

⑨現状の定期航路等を活用したクルーズコースの不足 

⑩背後の観光資源を活用した宿泊型クルーズコースの不足 

⑬クルーズに関する情報発信・PRの不足 

Ｂ．施設、交通体系等の整備 

①港湾周辺への観光客の誘致 

④受入施設の整備 

⑤港湾施設の整備 

③⑦市街地（観光エリア）へのアクセスの改善 

⑪岸壁・係留施設等の整備 

⑫給油・給水等施設、交流拠点施設、宿泊・食事施設などの整備 
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Ｃ．人的ネットワークの強化 

④受入施設の整備 

⑤受入体制の充実 

⑭体制の問題（ボランティアガイド、おもてなし） 

Ｄ．広域型のクルーズ客船の誘致 

⑪岸壁・係留施設等の整備 

⑭体制の問題（ポートセールス） 

⑮諸規制・システムの問題（CIQ等の受入体制、入港料・水先料等、航路規制 等） 

 

3-3 連携方策の検討 

上記で課題を分類した４つの観点に基づき、連携方策のアクションプランを検討する。 

3-3-1 域内型クルーズの商品化 

クルーズ振興のために、まずは、魅力的なクルーズコースを商品化していくことが必要

である。これは、単独のクルーズ商品としてだけでなく、広域型クルーズのオプショナル

ツアーとしての活用も可能である。 

クルーズコースの商品化にあたっては、新たな観光資源を発掘し、クルーズメニューを

開発した上で、商品化しそのＰＲという段階がある。 

そのため、各段階における連携方策を整理する。 

 

 

 

 

3-3-2 施設、交通体系等の整備 

実際にクルーズを誘致するためには、船舶が入港する施設の整備、港湾周辺の関連施設、

交通体系の整備が必要である。 

施設、交通体系等の整備にあたっては、現状を把握し、施設の必要性を検証し、その上

で整備するという段階がある。 

対象とするのは、係留施設やターミナル等の港湾施設や周辺施設、交通体系とする。 

以下では、それぞれの対象ごとにこの段階を踏まえた連携方策を整理する。 

 

 

 

 

施設、交通体系に
関する現状把握 

整備が必要な 
施設、交通体系の

抽出 

港湾施設、交通体
系等の整備 

新たな観光資源の
発掘 

クルーズメニュー及
びコースの開発 

クルーズ商品の 
造成 

情報発信・PR 



 

 3-4 

3-3-3 人的ネットワークの強化 

クルーズで寄港した地域の魅力的な観光を提供するために、地元の住民による観光案内

やおもてなしを行う人のネットワークの強化が必要である。 

人的ネットワークの強化にあたっては、人材を発掘し、質の高いおもてなしやガイド等

の実践のための教育体制を整え、これらの人材をネットワーク化していくという段階があ

る。 

対象とするのは、ボランティアガイド、体験型観光のホスト役の個人・団体とする。 

以下では、対象ごとにこの段階を踏まえた連携方策を整理する。 

 

 

 

 

 

3-3-4  広域型クルーズ客船の誘致 

広域型クルーズ客船を誘致するためには、域内型クルーズとは異なった体制やシステム

の改善などの整備が必要である。広域型クルーズ客船は、世界の港との競争であることか

ら、受け入れにとって不利となる規制を緩和するとともに、受け入れの体制を整えること

が必要である。 

また、広域型クルーズ客船は、魅力のある資源の存在があれば、十分な施設がなくとも

寄港するため、最も重要な点は、魅力的な資源を発掘し、魅力的なオプショナルツアーを

構築し、これらの情報を提供することである。このため、(１)域内型クルーズの商品化の

中で検討される内容も活用することが必要である。 

 

新たな人材の 
発掘 

人材の育成 人材を活用した観
光メニューの開発 

人材の組織化 人材を活用した観
光メニューの開発 
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以上を踏まえ、瀬戸内海クルーズを行う上での連携方策の方針をまとめたものを表3-3-1に

示す。 

 

表 3-3-1 瀬戸内クルーズを行う上での連携方策 

 連携方策 

（
１
）
域
内
型
ク
ル
ー
ズ
の
商
品
化 

①新たな観光資源の開発 ○共通テーマの資源の発掘 

○観光資源の瀬戸内ブランドの構築 

②クルーズメニュー及びコースの開発 ○テーマ性のあるクルーズメニューの開発 

○定期航路を活用したクルーズコースの開発 

○宿泊型のクルーズメニューの開発 

○クルーザーを活用したメニューの開発 

③クルーズ商品の造成 ○モデルコースの設定 

○モニターツアーの実施とニーズの把握 

④情報発信・PR ○地域住民向けの情報発信の強化 

○観光者向けの情報発信の強化 

○リピーター向けの情報発信の強化 

（
２
）
施
設
・
交
通
体
系

等
の
整
備 

⑤係留施設やターミナル等の港湾施設、

港湾関連施設の整備 

○クルーザー等の船舶の寄港・係留可能な港湾

施設の整備 

○係留施設や客船ターミナルなどの港湾施設

のバリアフリー化 

○案内所、案内看板、緑地、賑わい施設等の周

辺施設の整備 

⑥市街地へのアクセスの改善 ○港湾から内陸の拠点までの交通アクセスの

利便性の向上 

（
３
）
人
的
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
強
化 

⑦人的ネットワークの強化 ○ボランティアガイドの発掘、育成、組織化 

○体験型観光のホスト役の個人、団体の発掘、

育成、組織化 

（
４
）
広
域
型
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
誘

致 

⑧広域型クルーズ客船の寄港要望に対

応した港湾施設の整備 

○広域型クルーズ客船の寄港・係留可能な港湾

施設の整備 

○係留施設や旅客ターミナルなどの港湾施設

のバリアフリー化 

⑨体制の構築 ○ポートセールスの体制構築 

○歓送迎時のイベントに参加する地域団体の

組織化 

⑩諸規制の緩和とシステムの構築 ○ＣＩＱの受入体制の構築、通訳・両替等の体

制 

○入港料、水先料等の減免 

○航路規制の緩和 

 

以上の方策をそれぞれの関係者がどのように連携して取り組むべきかを第６章においてア

クションプランとして取り纏める。 
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4. 検討会の実施 

4-1 検討会① 

瀬戸内海沿岸地域の交流拠点の広域的な連携に関して、「みなとオアシスの広域的な連

携とクルーズ船受入体制について」と題して、中国みなとオアシス協議会のメンバー及

び学識経験者等とフリーディスカッション形式で検討会を行う。 

 

4-1-1 瀬戸内海沿岸地域の交流拠点の広域的な連携に関する検討会 

日    時：平成 21 年 2 月 7 日（土） 13:30～17:30 

会    場：みなとオアシス宇野(産業振興ビル)３F会議室 

テ  ー  マ：「みなとオアシスとクルーズ振興について」 

～みなとオアシスの広域連携とクルーズ船受入体制について～ 

学識経験者等：(株)地域活性プランニング  

代表取締役社長 藤崎 真一 

比治山大学 現代文化学部 地域文化政策学科  

          准教授     山田 知子 

参  加  者：みなとオアシス瀬戸田 

鳥取・賀露みなとオアシス 

潮風公園みなとオアシスゆう 

みなとオアシス宇野 

みなとオアシスただのうみ 

みなとオアシス蒲刈 

風待ち西郷・みなとオアシス 

みなとオアシスたけはら 

みなとオアシス尾道 

防府市土木都市建設部 

(社)三原観光協会 

みはらまちづくり兎っ兎 
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4-1-2 検討内容 

（みなとオアシス宇野） 

・鳥取や島根の観光地へ、船社側がチャーターしたバスで下船後すぐに移動する

場合が多く、歓迎式典や物産展等をやる時間がない。岡山や倉敷が目的地の場

合、盛大に入港歓迎式ができる。 

・釜山や屋久島が目的の外洋クルーズの出発港や寄港地の場合が多く、岡山や倉

敷を目的地としたクルーズが少ない。ポートセールスを積極的にやっていきた

い。 

（みなとオアシス瀬戸田） 

・小学生による鼓笛隊による歓迎式典や観光ガイドは喜ばれる。 

・瀬戸田という地域を拠点にして、大三島や御手洗まで足を伸ばした方もいた。

複数の島々や地域が協力し合って誘致活動をすることも有効ではないか。 

（(社)三原観光協会） 

・三原だけでなく、みなとオアシス尾道や瀬戸田と連携して、観光コースの掘り

起こしをしたい。 

（風待ち西郷みなとオアシス） 

・北前船の風待ち港や汐待ち港といった歴史的な背景を含めた交流をつくってい

けば、より具体的な連携になる。 

・各みなとオアシスの港を巡るようなクルーズをできないか。 

・クルーズ船に事前に乗り込んで壱岐の歴史講座を開催し西郷港に寄港するとい

う試みを行った。（船社の要望） 

（比治山大学 山田准教授） 

・自分たちだけでみなとオアシスを盛り上げようとしても、地域の方がそのこと

を知らなければ、協力態勢が弱いことになるので、各地域の行政や観光協会の

方に呼びかけて認知度を広めていくという努力が必要である。 
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4-2 検討会② 

 

広域的な連携方策を実現する上での課題などを把握するために実施する社会実験等の

実施内容の検討を行う。 

検討委員会の名称は、「平成２０年度 瀬戸内海沿岸地域の広域的な連携によるクルー

ズ振興方策検討委員会」（以下、委員会という）とし、以下に示す委員で構成する。 

委 員 名 簿 

 所 属 役 職 氏 名 

委員長 武蔵工業大学 工学部都市工学科 特任教授 高松  亨 

学識者 比治山大学 

 現代文化学部地域文化政策学科 

 

准教授 

 

山田 知子 

民間事業者 瀬戸内海汽船（株） 代表取締役社長 仁田 一郎 

（株）ベルポートジャパン 代表取締役社長 村田  優 

（株）海事プレス社 代表取締役社長 若勢 敏美 

自治体 尾道市 港湾計画担当参事 相原  満 

呉市 産業部長 中﨑 雄二 

港湾管理者 広島県 空港港湾部長 丸山 隆英 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 国土交通省中国運輸局 企画観光部長 元野 一生 

国土交通省港湾局振興課 民間連携推進室長 水谷  誠 

国土交通省中国地方整備局 港湾空港部長 東山  茂 

 

4-2-1 第１回委員会の開催概要 

日 時：平成 21 年 2 月 6 日（金）15:00～17:30 

会 場：中国地方整備局 港湾空港部会議室 
出席者：当委員会各委員 （参加者名簿参照） 

【議事次第】 
１．開会 
２．発注者挨拶 
３．委員紹介 
４．議事 
（１）検討概要 
（２）瀬戸内海の魅力と瀬戸内海クルーズを行う上での課題 
（３）瀬戸内海クルーズを行う上での連携方策の検討 
（４）社会実験等におけるアンケート調査内容 

５．その他、連絡事項等 
    （１）今後のクルーズ実験について 

    （２）その他 

６．閉会 
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4-2-2 第１回委員会の検討内容 

第 1 回委員会で出た意見に対して、以下のように対応して検討結果に反映した。 

表 4-2-1(1) 第 1 回委員会意見への対応 

委員会での意見 対  応 

①クルーズの定義と今回の調査対象                                                                        

クルーズと一言で言っても、船の大

きさ、外国船・国内船の違い、広域・

域内の違いなど様々あるので、今回

調査対象のクルーズを明確にするこ

と 

 

広域型クルーズ（外航、内航）、域内型クルーズ

（個人クルーザーまで含む）を幅広く含む。 

②既往検討結果を参照 

同様な検討を過去にやってきている

ので、ゼロからスタートするのでは

なく、過去の検討結果を良く咀嚼し

て活用すること 

 

既往文献を調査し、各テーマに反映する。 

③瀬戸内海の魅力を再整理                                                            

瀬戸内海の魅力は内陸部の観光資源

のみでなく、島嶼部の自然や生活に

もっとふれること 

 

内陸部観光資源だけでなく、島嶼の自然生活等も

含める。 

④海運会社の採算性                                                                  

運航事業者の採算性が周りから見て

いるほど甘くないということを十分

見極めて、対処法を考えること 

 

クルーズの採算性、予備船の確保等を地元船社に

アンケートで調査する。 

⑤港から遠いアクセス問題                                                                                     

寄港地型の港であれば、客船で来た

お客様はそこからバスか車で出て行

くので、大きな問題ではないが、発

着港であれば、むしろ近いパーキン

グである。                                                         

 

発着港での主なアクセス問題は駐車場確保問題

として対応する。 

⑤クルーズ船への諸規制                                                                                                                                 

外航船に対する諸規制等を調査し

て、表現に気を付けること 

 

外航船への諸規制等の緩和などを調査するとと

もに、港湾管理者等にヒアリングで調査する。 

⑦情報発信と連携                                                                                          

クルーズの情報発信を一元化するな

ど情報発信の問題に留意することと

港湾関係者だけに限らず、もっと幅

広に連携を考えること 

 

クルーズ情報の一元化。地元自治体・地元船社等

との連携をアンケートで調査する。 
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表 4-2-1(2) 第 1 回委員会意見への対応 

委員会での意見 対  応 

【魅力と課題の再整理】 

①目指すべきクルーズのあり方の視点 

１）域外観光客の瀬戸内海への誘致 

 ○外国人観光客の瀬戸内海への誘致 既往文献や下関市・フェリー会社等ヒアリング調

査・地元自治体へのアンケート調査した結果を反

映する。 

 ○国内観光客の瀬戸内海への誘致 既往文献やクルーズ実験でアンケート調査・地元

自治体へのアンケート調査した結果を反映する。 

２）域内クルーズの振興による寄港地の地域活性 

○瀬戸内海の観光資源を活用した域

内クルーズの実施 

既往文献や地元自治体・観光協会、地元船社、社

会実験乗船者に対するアンケート調査結果を反

映する。 

○小型クルーザーでのクルーズの実

施 

小型船クルーズの社会実験実施結果を参照する。 

②目指すべきクルーズのあり方を踏まえた情報整理 

１）瀬戸内海の魅力の再整理 主な観光エリアの自然、歴史・文化、レジャー観

光資源に加え、島嶼での自然生活も追加する。 

２）クルーズ対象者  

 ○域外からの観光客 外国人観光客の出入国者数、観光入込み状況、広

域型クルーズの実施状況、定期航路の状況等を調

査する。 

 ○域内クルーズ利用者 現状でのクルーズ実施状況を調査する。 

３）受入施設及び受入体制  

 ○港湾等の施設・体制 岸壁・係留施設、給油・給水施設、交流拠点施設、

駐車場、歓迎イベント、案内板、バリアフリー化、

CIQ等受入体制、通訳・両替等の体制について、

港湾管理者・自治体等へのアンケートで調査す

る。 

 ○港湾周辺の施設・体制 各港湾の宿泊・食事施設、市街地へのアクセス状

況、ガイド等について、港湾管理者・自治体等へ

のアンケートで調査する。 

４）クルーズ実施にあたっての規制・障害 

 ○港湾内での規制 入港に伴う費用（入港料・水先料）、CIQ等の手

続き等を文献調査及び港湾管理者・地元船社等へ

のアンケートで調査する。 

 ○航路上の規制 海上交通法規による規制、航路認定等を文献調査

及び地元船社等へのアンケートにより調査する。 

 ○その他の障害 海運会社の採算性、予備船の現状等を文献調査及

び地元船社等へのアンケートにより調査する。 
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4-3 検討会③ 

社会実験等で抽出された瀬戸内海クルーズを行う上での課題の解決に向けて瀬戸内海

沿岸地域の連携方策を検討した。 

 

4-3-1 第２回委員会の開催概要 

日 時：平成 21 年 3 月 18 日（水）15:00～17:30 

会 場：中国地方整備局 港湾空港部会議室 
出席者：当委員会各委員 （参加者名簿参照） 

【議事次第】 
１．開会 

２．発注者挨拶 

３．委員紹介（略） 

４．議事 

（１）第１回委員会での意見と対応 

（２）瀬戸内海の魅力と瀬戸内海クルーズを行う上での課題の整理 

１）既存資料から抽出される課題 

２）現状分析から得られる課題 

（３）社会実験等におけるアンケート分析結果 

   １）アンケート結果から得られる課題 

（４）瀬戸内海クルーズを行う上での連携方策の検討 

（５）瀬戸内海沿岸地域の広域的な連携によるクルーズ振興方策の提案 

５．その他、報告事項等 

  ６．閉会 



 4-7 

4-3-2 第２回委員会の検討内容 

第２回委員会の議事要約を以下にまとめる。 
 

【議事要約】 
１．クルーズの料金設定（収益性）について 
・競合する他の日帰りツアーの料金はどの程度か。 

   ＝＞日帰りバスツアーとの比較を行う。 

２．各自治体のクルーズ船誘致への取組み・関心 

・自治体としてはクルーズに相当な期待はある 

  ３．瀬戸内海の認知度 

  ・関東方面には瀬戸内海の島といっても殆ど知られていない。積極的なアピールが

必要である。 

４．港のアクセスについて 

・本資料は実績主義で発着地を選定しているが、新幹線の駅と近い徳山、三原等は、

潜在的には良い場所であるとの整理も必要ではないか。例えば、三原港では、Ｊ

Ｒとタイアップしたクルーズ商品を企画中である。(飛行機なら竹原港) 

   ＝＞新幹線の駅と近い港について整理を行う。 

５．クルーザーの受入体制 

・今回のクルーザーによる社会実験で、寄港した８箇所中６箇所は二度と寄港した

くないというほど、クルーザーの受入施設・体制が整っていない。 

６．広域連携組織のあり方 

・瀬戸内海全体がテーマパークとして機能するように連携すること、既存組織へ働

きかけるなどして、連携を進める取り組みをして欲しい。 

   ＝＞具体的な連携内容を検討する。 
７．国や自治体の役割について  

   ・情報収集、情報発信は民間が個々にやるのではなく、国など公共の立場組織が主

導的に行い、民間に提供すべきである。 
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以上の結果を踏まえて、以下の 3 点について、追加検討を行った。 
 
① 今回の料金設定は、他の交通機関の日帰りツアー料金と比較して競争力があるか、

検証すること。 
 

＝＞ 日帰りバスツアーの料金は概ね 8,000～10,000 円の範囲に設定

されており、本モニタークルーズの料金 7,900 円は十分競争力の

ある価格と考える。 

 
②本資料は実績主義で港湾をサンプリングしているが、新幹線の駅と近い徳山下松港

や三原港などは、潜在的には良い場所であるとの整理も必要ではないか。 
 

＝＞ 「2-2-5 瀬戸内海クルーズの寄港地に関する課題の整理」において、「※市

街地へのアクセスが良い事例」として、三原港、徳山下松港を整理し、発

着港としてのポテンシャルを有すると評価した。 

 

③瀬戸内海全体がテーマパークとして機能するように、既存組織へ働きかけるなどし

て、連携を進める取り組みをしてほしい。 
 

＝＞ 「6-3 瀬戸内海地域の広域的な連携によるクルーズ振興の実現に向けたア

クションプランの実行のために」において、短期的に想定すべきアウトプ

ットを「クルーズ振興に向けた具体的なアウトプット」として示す。 
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5. 社会実験等の実施 

  瀬戸内海クルーズを行う上での課題やそれを解決するための連携方策を実現する上での

課題などを具体的に把握するために、社会実験等を実施し、クルーズ船利用者、民間事業者、

地元自治体等にアンケート及びヒアリング調査を実施する。 

 

5-1 社会実験等の概要 

5-1-1 小型旅客船を用いたモニタークルーズ                                               

名  称：モニタークルーズ「安芸灘とびしま＆しまなみ海道  

七橋めぐり・多島美クルーズ」 

目  的：乗船者へのアンケートによる瀬戸内海クルーズに関する意識調査 

日  時：平成21年 3月 7日（土） 8:20～18:10 

天  候：晴れ 

出港帰港：宮島口港・広島港・呉港 

寄 港 地：瀬戸田港（生口島）、御手洗港（大崎下島） 

企  画：瀬戸内海クルーズ（株） 

     使用船舶：高速船「はやしお」（52総トン） 

参 加 者：73人 

    

【アンケート実施結果】 

配布数 回収数 回収率（％） 

69 64 92.7 

  

 5-1-2 クルーザーを用いたクルーズ   

名  称：瀬戸内海沿岸・小型船クルーズ 

目  的：自治体等観光担当者への意識調査 

日  時：（1回目）平成21年 3月 3日（火）9:00 ～ 3月 4日（水）17:30 

      （2回目）平成21年 3月 5日（木）9:00 ～ 3月 6日（金）17:30 

天  候：（1回目）3月 3日 雨一部雪、3月 4日 雨のち晴 

        （2回目）3月 5日 晴のち雨、3月 6日 雨のち晴 

参 加 者：（1回目）8人   （2回目）7人             

 

【アンケート実施結果】 

配布数 回収数 回収率（％） 

7 7 100.0 
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5-2 各種アンケート等の概要 

前出の社会実験参加者対象のアンケート調査のほかに、以下のアンケート･ヒアリング調査

を実施した。 

 

調査名称 調査対象 実施期間 配布数 回収数 
回収率

（％） 

自治体・観光協

会アンケート 

岡山･広島･山口･

福岡･大分･愛媛・

香川の７県 

自平成21年 2月 23日 

至平成21年 3月 12日 
87 44 50.6 

地元船社 

アンケート 

岡山･広島･山口･

福岡･大分･愛媛・

香川の７県 

自平成21年 2月 23日 

至平成21年 3月 12日 
57 30 52.6 

外航クルーズ 

アンケート 

フライアンドクル

ーズ 

自平成21年 2月 15日 

至平成21年 3月 2日 
800 337 42.1 

港湾管理者 

ヒアリング 
岡山県・愛媛県 平成21年 2月 19日 2者 2者 100.0 

下関港関連 

ヒアリング 
下関市･海運業者 平成21年 3月 4日 3者 3者 100.0 

旅行代理店 

ヒアリング 

大型客船外航クル

ーズ旅行代理店 
平成21年 3月 5日 １者 １者 100.0 
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5-3 アンケート調査等のまとめ 

 

第１回委員会での意見に基づき、アンケート調査で質問すべき調査項目を決定した。 

以下、この調査項目別に、アンケート結果を分類し、アンケート結果から得られた具体的な課題を抽出する。 

調査項目 アンケート種類 アンケート集計結果 アンケート結果からの具体的課題 

課題対象船 

大
型
客
船 

中
小
型
客
船 

ク
ル
ー
ザ
ー 

海運会社の事業採算性 地元船社アンケート ●クルーズ事業の障害となっている事項としては、１）採算性、２）発着港の駐車場、３）船員の確保、４）船舶の確保、発着港の係

留施設、５）クルーズに関するPR、入港料・水先料の輻輳の順番であった。                                                                                                                                                                                  

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

①採算性

②船舶の確保

③船員の確保

④クルーズに関するPR

⑤地元の協力

⑥入港料・水先料

⑦航路認定

⑧発着港の係留施設

⑨発着港の駐車場

⑩発着港までのアクセス

⑪海上交通の輻輳（航路規制を含む）

⑫その他

 

●定期航路の予備船等現在使用していない船舶を持っていると答えたのは、９社３９％であった。    

①ある
39%

②なし
61%

①ある

②なし

                                                                                                                                           

●船社にとって事業採算性がクルーズ事

業経営の最重要課題である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●船社は厳しい経営環境から予備船保有

が困難になってきている。 

○ ○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

情報発信と連携 地元船社アンケート     ●クルーズ商品の情報発信としては、自社ホームページ（１０社）、その他（９社）、新聞紙上（４社）、旅行代理店のホームページ、

旅行雑誌（３社）の順であった。注）その他は、ＴＶ･ラジオ、口コミ、団体組織との連携、特定の客限定など。 

●クルーズの情報一元化するサイト等の利用については、「利用したい」（１５％）と「場合によっては利用したい」（８０％）とを

加えると９５％となった。 

●集客のために取り組んでいることはないが８４％と多かった。                                                                             

15%

80%

5%
①利用したい

②場合によっては利
用したい
③利用したくない

①ある
16%

②ない
84%

①ある

②ない

 

●取り組んでいる具体的な内容については、ホームページ、チラシ、広報誌等への掲載や初めてきた人が困らないようにガイドブック

や平和学習資料等で案内し、リピーターを逃がさないようにしているなどがあった。 

●寄港地においての観光関係者との協力については、「飲食店、物販店との連携によるお土産や食事の提供」が５社、「タクシーやバ

ス等との交通機関との連携」が４社、「町歩きなどの観光ガイドを利用したツアーに実施」が２社であった。 

 

 

●クルーズの情報一元化を共同開設すべ

きである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●一時的な集客増大よりリピーターを逃

さないようにしている。 

●寄港地での船社と観光関係者の連携は、

交通機関連携、食事・お土産提供、観光

ガイドである。 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

全回答数64 

全回答数20 全回答数19 

全回答数25 
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御手洗

56%
21%

18%
5% 0%

①満足

②やや満足

③普通

④やや不満

⑤不満

 

調査項目 アンケート種類 アンケート集計結果 アンケート結果からの具体的課題 

課題対象船 

大
型
客
船 

中
小
型
客
船 

ク
ル
ー
ザ
ー 

情報発信と連携 地元自治体アンケート ●歓迎イベント等に地元の団体に協力頂いたことがあるかに答えたのは、３３％と少ない。 

33%

67%

ある

ない

 
●協力団体の協力を頂く際の課題として、平日困難である、入港時間帯によって依頼できない、ボランティアガイドへの謝金が規模に 

より払えない、平日入港時は日程調整に無理や学校の協力は無理等があった。 

●歓迎行事等に協力してもらえる地元団

体が少ない。 

 

 

 

 

 

 

●平日入港など入港条件によっては協力

できない事情がある。 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 社会実験乗船者アンケ

ート 

●クルーズの情報入手としての方法について、１）新聞広告やチラシ、２）瀬戸内海に関する情報集約ポータルサイト・旅行会社のホ

ームページ、３）旅行会社に設置するパンフレット、４）船社のホームページ・観光案内所に設置するパンフレットの順であった。            

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

①船社のホームページ

②旅行会社のホームページ

③自治体のホームページ

④旅行会社に設置するパンフレット

⑤観光案内所に設置するパンフレット

⑥新聞広告やチラシ

⑦瀬戸内海に関する情報を集約したポータルサイト

⑧その他

 

●船上ガイドについては、４８％の人が満足と回答した。   

48%

21%

25%

6% 0%
①満足

②やや満足

③普通

④やや不満

⑤不満

             
                                                                                                               

●クルーズの情報入手が従来の紙情報が

一番多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●船上ガイドの良し悪しがクルーズの評

価に影響する。 

 

 ○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

  ●寄港地のガイドについて、瀬戸田で３３％、御手洗で５６％の人が満足と回答した。 

瀬戸田

33%

27%

32%

8% 0%
①満足

②やや満足

③普通

④やや不満

⑤不満

 

●寄港地ガイドの良し悪しがクルーズ

の評価に影響する。 

 ○  

 

全回答数33 

 

全回答数114 

全回答数71 

全回答数57 全回答数60 
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調査項目 アンケート種類 アンケート集計結果 アンケート結果からの具体的課題 

課題対象船 

大
型
客
船 

中
小
型
客
船 

ク
ル
ー
ザ
ー 

外国人観光客の瀬戸内海

への誘致 

地元自治体アンケート ●外国人観光客誘致のための大型クルーズ船の寄港に対するＰＲ、ポートセールスを行っているのは、１３％と少ない。  

13%

87%

行っている

行っていない

 

●大型客船誘致のためのポートセールス

を行っているところが少ない。 

○   

 下関港関係ヒアリング ●韓国航路はＨ２０年１１万人、９割は韓国人、中国航路はＨ２０年１．３万人７～８割は中国人であり、観光の目的は温泉とゴルフ

で別府温泉等九州へ行ってしまう。瀬戸内海沿岸域への観光の認知度は低い。                                                                           

 

●大型船の寄港ポートセールスは、個別に船社訪問セールスをしている。受入は、歓迎イベントや観光案内ブースの設置をしている。 

クルーズ船の大型化で関門航路の深さや施設の老朽化による安全性の問題が生じる。                                                                  

 

 

●大型船以外のボートだとチャータークルーズ船が日常的に寄港できる施設はあるが、プレジャーボートについてはない。総トン

3,000T以上は、パイロット乗船が必要。潮待ちをする必要がある。 

●下関に来る韓国人・中国人は温泉とゴル

フ目的で九州に行ってしまう。 

●瀬戸内海沿岸の観光の認知度は低い。 

●大型船のポートセールスは個別に船社

訪問している。 

●クルーズ船の大型化で、関門航路の深さ

や施設の老朽化による問題が生じる。                                                                         

●プレジャーボートが日常的に寄港でき

る施設はない。 

●総トン３０００ｔ以上の船舶はパイロ

ット乗船が必要。 

●潮待ちの必要がある、 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 岡山県ヒアリング ●「宇野港航路誘致推進協議会」を設置し、協議会として邦船３社、大連市（中国）へ精力的にポートセールスを行っている。過去に

は、シートレード・クルーズシッピング・コンベンション（米国）へ展示したことがある。 

●船社へのポートセールスや展示会へ参

加が客船誘致に有効である。 

○   

国内観光客の瀬戸内海へ

の誘致 

社会実験乗船者アンケ

ート（再掲） 

●クルーズの情報入手方法について、１）新聞広告やチラシ（４３人）、２）瀬戸内海に関する情報集約ポータルサイト（１５人）・

旅行会社のホームページ（１５人）、３）旅行会社に設置するパンフレット（１２人）、４）船社のホームページ（９人）・観光案

内所に設置するパンフレット（９人）の順であった。 

●クルーズの情報入手が従来の紙情報が

一番多い。 

○ ○ ○ 

 外国船クルーズアンケ

ート 

 

●外国船クルーズ乗船者に、国内クルーズで興味がある場所をきいたところ、１）北海道（２６％）、２）沖縄（２４％）、３）日本

１周（１８％）、４）天草・島原（１７％）、５）瀬戸内海（１３％）、６）特にない（１２％）、７）伊豆七島（１１％）、８）

佐渡周辺（８％）の順になっている。 

設問14：国内クルーズで興味がある場所

26%

8%

11%

13%

6%

17%

24%

18%

12%

5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

イ  北海道

ロ 佐渡周辺

ハ 伊豆七島

ニ 瀬戸内海

ホ 伊勢・志摩・知多半

島
ヘ 天草・島原

ト 沖縄

チ 日本1週

リ 特にない

リ-1 その他 Ｎ＝337
 

●国内クルーズで興味ある場所という一

般的なイメージで捉えられている場所

としては瀬戸内海は５番目と必ずしも

高くない。                              

○   

 

全回答数46 

全回答数337 
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調査項目 アンケート種類 アンケート集計結果 アンケート結果からの具体的課題 

課題対象船 

大
型
客
船 

中
小
型
客
船 

ク
ル
ー
ザ
ー 

瀬戸内海観光資源のを活

用した域内クルーズの実

施 

（小型クルーザーでのク

ルーズの実施） 

地元自治体アンケート ●小型チャータークルーズ船が、日常的に寄港できる施設があるかについては、あると答えたのは３４％であった。  

34%

66%

ある

ない

 
●小型チャータークルーズ船の寄港の際に不足している施設等については、交流拠点施設（ターミナル）、食事施設、お土産販売施設  

がない、外国語（英語・中国語・ハングル）表記の案内板が少ない、駐車場・案内表示がない、観光客が長時間滞在してもらえる施

設がない等の回答があった。  

●小型チャータークルーズ船が寄港でき

る施設が不足している。                                                          

 

 

 

 

 

 

 

●寄港できる自治体においても、交流拠点

施設等が不足している。 

 ○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

  ●個人所有のプレジャーボートが日常的に寄港できる浮き桟橋等が整っている港があるについては、２５％があるとの回答であった。  

25%

75%

ある

ない

 
●個人所有のプレジャーボート等の寄港の際に不足している施設については、浮き桟橋が不足している、外国語（英語・中国語・ハン

グル）標記の案内板が少ない、給油施設、宿泊施設が不足している、近くに宿泊施設がない等の回答があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●個人所有のプレジャーボートが着ける

浮き桟橋なども少なく、着けるような自

治体においても宿泊施設などが不足し

ている。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全回答数36 

全回答数38 
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発着地にあればよいもの

17%

15%

15%
11%

9%

8%

7%

5% 4% 2%2%1%0%2% 3%

トイレ
観光等の地域情報の窓口案内・ガイド
駐車所・駐輪所
物販・飲食施設
観光ボランティアによる案内
周辺の場所を案内する標識など
最寄の駅やバス停などへの送迎バス
手荷物預かり
レンタサイクル
タクシー・バス等の待機場
展望施設
レンタカー
緑地・公園・広場
特になし
その他

寄港地にあればよいもの

14%

13%

13%
12%11%

9%

8%
5%

3%2%2%2%1%1% 4%

トイレ
観光等の地域情報の窓口案内・ガイド
物販・飲食施設
観光ボランティアによる案内
周辺の場所を案内する標識など
レンタサイクル
駐車所・駐輪所
手荷物預かり
展望施設
緑地・公園・広場
レンタカー
最寄の駅やバス停などへの送迎バス
タクシー・バス等の待機場
特になし
その他

 

 

 

 

 

 

 

調査項目 アンケート種類 アンケート集計結果 アンケート結果からの具体的課題 

課題対象船 

大
型
客
船 

中
小
型
客
船 

ク
ル
ー
ザ
ー 

瀬戸内海観光資源のを活

用した域内クルーズの実

施 

社会実験乗船者アンケ

ート     

●発着地にあればよいものとしては、１）トイレ、２）駐車場・駐輪場・観光地等の地域情報の窓口案内・ガイド、３）物販・飲食施

設、４)観光ボランティアによる案内、５）周辺の場所を案内する標識等、６）最寄り駅やバス停などへの送迎バス、７）手荷物預

かりの順であった。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                             

●寄港地にあればよいものとしては、１）トイレ、２）物販・飲食施設、観光等の地域情報の窓口案内、３）観光ボランティアによる

案内、４）周辺の場所を案内する標識等、５）レンタサイクル、６）駐車場・駐輪場、７）手荷物預かりの順であった。 

 

●発着港にあればよいものとしては、トイ

レ、駐車・駐輪場、観光地等地域情報の

窓口案内・ガイド、物販・飲食施設が上

位となっている。                                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●寄港地にあればよいものとしては、トイ

レ、物販・飲食施設、観光等の地域情報

窓口案内・ガイド、観光ボランティアに

よる観光案内が上位となっている。 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

全回答数173 

全回答数131 
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調査項目 アンケート種類 アンケート集計結果 アンケート結果からの具体的課題 課題対象船 

大
型
客
船 

中
小
型
客
船 

ク
ル
ー
ザ
ー 

瀬戸内海観光資源のを活

用した域内クルーズの実

施 

社会実験乗船者アンケ

ート 

●モニターツアーの総合的感想は、１）満足（４６％）、２）やや満足（３９％）、３）普通（１３％）、４）やや不満（１％）であ

った。   

46%

39%

13%

1%

0% ①満足

②やや満足

③普通

④やや不満

⑤不満

 
●乗船料金は、１）適当（８３％）、２）やや高い（１１％）、３）やや安い（４％）、４）高い（１％）であった。   

1% 11%

83%

4%
0% ①高い

②やや高い

③適当

④やや安い

⑤安い

 

●総合的な感想としてかなり満足度が高

く、料金も適当度が高く、時間（最長乗

船時間：２ｈｒｓ）も適当度が高く、コ

ースの満足度も高い結果となった。 

これは、天候が良好で（晴天、波穏やか、

寒くもなく）、参加者が時間などにゆと

りのある高齢者が多いという好条件で

成り立っていると考えられる。 

 ○  

  ●乗船時間は、１）適当（７９％）、２）やや長い（１８％）、３）長い（１％）・やや短い（１％）、４）短い（０％）であった。 

1% 18%

79%

1%
0% ①長い

②やや長い

③適当

④やや短い

⑤短い

                                    

●乗船コースは、１）満足（３９％）、２）やや満足（３３％）、３）普通（２６％）、４）やや不満（１％）であった。  

39%

33%

26%

1%
0%

①満足

②やや満足

③普通

④やや不満

⑤不満

 

●寄港地（瀬戸田）の観光について、１）満足（４５％）、２）やや満足（３２％）、３）普通（２３％）であった。 

45%

32%

23%

0%

0% ①満足

②やや満足

③普通

④やや不満

⑤不満

                                            

    

全回答数72 

全回答数72 

全回答数69 

全回答数70 

全回答数69 
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調査項目 アンケート種類 アンケート集計結果 アンケート結果からの具体的課題 

課題対象船 

大
型
客
船 

中
小
型
客
船 

ク
ル
ー
ザ
ー 

瀬戸内海観光資源のを活

用した域内クルーズの実

施 

社会実験乗船者アンケ

ート 

●寄港地（御手洗）の観光について、１）満足（５４％）、２）やや満足（２５％）、３）普通（１５％）、４）やや不満（６％）で

あった。   

54%

25%

15%
6% 0%

①満足

②やや満足

③普通

④やや不満

⑤不満

 
●今後もこのようなクルーズをしたいかについて、１）場合によっては（５４％）、２）利用したい（４６％）であった。   

46%

54%

0%
①利用したい

②場合によっては利用
したい

③利用したくない

                                               
●今回の他人に見てもらいたい場所、魅力的な場所はあったかに「あった」という答えは、９４％であった。   

94%

6%

①あった

②なかった

                              

●御手洗に飲食・お土産施設がないという

意見があった。 

 

 

 

 

 

 

●総合的感想など比較的高い評価に比し、

リピート指向が強くない。 

○ ○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 小型船クルーズアンケ

ート 

●陸上交通機関のように乗り継ぎを意識せず、軽便に移動できるﾒﾘｯﾄがある。                                                                                                

●入港手続きが各港で異なる。利用可能な港湾施設が自治体等に確認しなければ分からない。                                           

●プレジャーボートの大型船との接近により、瀬戸内海のピーク交通量の時点には危険が生じる場合もある。                                   

●係留時間やガイドの手配によって時間の制約を受ける。                                                                     

●港から観光地までのアクセス交通手段（公共、タクシーなど）を別途手配する必要がある。                                                          

●小型であるため、天候によっては揺れが気になる。                                                             

●クルーザーの受け入れ態勢にかなりの障害が見られたので、関係機関との調整を望む。                                                                 

●入港手続きが不統一で、接岸可能桟橋等

がわかりにくい。 

●プレジャーボートはピーク交通時の危

険性や風波時の揺れがある。 

 ○ ○ 

 

○ 

 

全回答数64 

全回答数48 

全回答数74 
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調査項目 アンケート種類 アンケート集計結果 アンケート結果からの具体的課題 

課題対象船 

大
型
客
船 

中
小
型
客
船 

ク
ル
ー
ザ
ー 

受入体制・施設 地元自治体アンケート ●歓迎イベントとして、花束贈呈、入港プレート交換、特産品販売、地元芸能の披露、夜間入港時のキャンドル点灯、出港時に市民に

よる見送り、パンフレットの設置、初入港時市長による船長等へ楯の贈呈、歓迎式典の開催、保育園児による歓迎演奏、上陸者への

特産品・絵はがきのプレゼント、英語ボランティアガイドさんの協力、地元産品のふるまい、地元小学生の演奏などをやっている。 

●オプショナルツアーとして、余り多くないが、問い合わせ等へのＰＲ，クルーズ会社による実施、真珠養殖所・加工・販売所への案

内、市内有名神社への案内、ボランティアガイドによる散策やウォーキングの実施、貸し切りバスによる近接観光地への案内（ツア

ー会社）などがある。 

●地元の団体に協力頂いたことがあると答えたのは、３３％と少ない。  

33%

67%

ある

ない

 
 

●地元団体等と協力して新たに実施しようとしているものは、宇野港おもてなし隊による歓迎イベント、「坂の上の雲」のまち松山ウ

ォーキング実施など２、３のイベントがあった。 

●協力団体の協力頂く際の課題として、平日困難である、入港時間帯によって依頼できない、ボランティアガイドへの謝金が規模によ

り払えない、平日入港時は日程調整に無理や学校の協力は無理があった。 

 

 

 

 

 

 

●歓迎イベント等での地元団体との連携

が進んでいない。 

 

 

 

 

 

 

 

●平日入港など入港条件によっては協力

できない事情がある。 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 地元船社アンケート ●港までのアクセスについて、公共交通の利用実現要望があった区間は以下の通りである。 

      要望 

三原駅 ～ 三原港   

玖波駅・大竹駅 ～ 小方 
現在、最寄り駅から港までの公共交通機関が皆無で、バスの運行が

望まれる。 

JR小倉・門司     

南海・泉大津 
～ 

新門司港 

泉大津港 

新門司、泉大津港までは最寄りの駅から公共交通がない。乗用車以

外の利用者に対しての利便性がないので延長運転、臨時運転を希望

します。 

JR阿賀駅 ～ 
阿賀マリノフェリーターミナ

ル 

公共交通機関（呉市営バス）が不便、フェリーターミナルへ立ち入

らない、バス停より約1000ｍあり。 

鹿島 

大山祇神社 

神峰山（展望台） 

～ 

倉橋本浦（くらはし海の駅） 

宮浦 

おおさきかみじま海の駅（沖

浦） 

  

 

●港から最寄り駅までの公共交通機関が

ないところがある。 

                                                                                                     

○ ○ ○ 

 

全回答数33 
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調査項目 アンケート種類 アンケート集計結果 アンケート結果からの具体的課題 

課題対象船 

大
型
客
船 

中
小
型
客
船 

ク
ル
ー
ザ
ー 

受入体制･施設 地元船社アンケート 

 

●発着地にあればよいものとしては、１）駐車場・駐輪場、２）観光地等の地域情報の窓口案内・ガイド、３）トイレ、タクシー・バ

スなどの待機場、最寄り駅やバス停などへの送迎バスの順番であった

0 2 4 6 8 10 12

①観光等の地域情報の窓口案内・ガイド

②駐車場・駐輪場

③トイレ

④緑地・公園・広場

⑤物販・飲食施設

⑥タクシー・バスなどの待機場

⑦展望施設

⑧観光ボランティアによる案内

⑨レンタサイクル

⑩レンタカー

⑪手荷物預かり(コインロッカー等)

⑫最寄の駅やバス停などへの送迎バス

⑬周辺の場所を案内する標識（マップ）等

⑭特になし

⑮その他

                                                                                                                                                                  

●発着地にあればよいものとして、駐車

場・駐輪場、地域情報の窓口案内・ガ

イド、タクシー・バスの待機場、送迎

バスなどである。 

○ ○ ○ 

●寄港地にあればよいものとしては、１）物販・飲食施設、２）駐車場・駐輪場、観光ボランティアによる案内、周辺の場所を案内す

る標識等、３）観光地等の地域情報の窓口案内・ガイド、トイレの順番であった。 

 

0 1 2 3 4 5 6 7

①観光等の地域情報の窓口案内・ガイド

②駐車場・駐輪場

③トイレ

④緑地・公園・広場

⑤物販・飲食施設

⑥タクシー・バスなどの待機場

⑦展望施設

⑧観光ボランティアによる案内

⑨レンタサイクル

⑩レンタカー

⑪手荷物預かり（コインロッカー等）

⑫最寄の駅やバス停などへの送迎バス

⑬周辺の場所を案内する標識（マップ）等

⑭特になし

⑮その他

 

 

●寄港地に求められるのは物販・飲食施

設、観光ボランティアによる案内など

である。 

○ ○ ○ 

 

回答数53 

回答数56 
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調査項目 アンケート種類 アンケート集計結果 アンケート結果からの具体的課題 

課題対象船 

大
型
客
船 

中
小
型
客
船 

ク
ル
ー
ザ
ー 

クルーズ実施にあたって

の規制・障害 

岡山県ヒアリング ●港湾施設の使用料については、減額措置の特例を設けるなど、港湾管理者としても客船の誘致に取り組んでいる。情報は、宇野港の

地元玉野市が精力的にクルーズ振興に取り組んでおり、玉野市のＨＰには、クルーズ客船の寄港などに関する情報が充実・満載して

いる。 

●港湾施設使用料の減免等が客船誘致の

効果がある。 

○   

 地元船社アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●漂着ゴミが船舶の運航に支障をきたしたことがあるが１６社（６２％）であった。 

具体的な支障の内容は、サイドスラスターの羽根の曲がりの原因、海水ストレーナーにつまる→海水圧力の低下→温度上昇→掃除と

なる、漂流漁網がスクリューに巻き付いたことがある、流木によりプロペラを損傷させた等があった。 

①ある
62%

②ない
38%

①ある

②ない

 

 

●クルーズ事業上の障害となると答えたのは、入港料・水先料が４社、海上交通の輻輳（航路規制を含む）が２社である。 

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

①採算性

②船舶の確保

③船員の確保

④クルーズに関するPR

⑤地元の協力

⑥入港料・水先料

⑦航路認定

⑧発着港の係留施設

⑨発着港の駐車場

⑩発着港までのアクセス

⑪海上交通の輻輳（航路規制を含む）

⑫その他

 

●漂着ゴミは、環境を汚すだけでなく、航

行船舶にも障害を与えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●海上交通の輻輳や入港料・水先料問題が

経営に影響を与える障害と考えている船

社は少ない。 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 旅行代理店ヒアリング ●大型客船外航クルーズ船は、瀬戸内海に航行規制箇所があることや水先人付け規制箇所があること等から、瀬戸内海航行コースを避

ける場合がある。 

●旅行代理店業界としても、瀬戸内海のすばらしい多島美観光を楽しめる瀬戸内海航行をお勧めできない状況である。  

●航行規制や水先人乗船等が大型客船外

航クルーズの障害になっている。 

○   

 

全回答数26 

全回答数64 
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6. 瀬戸内海沿岸地域の広域的な連携によるクルーズ振興方策の提案 

6-1 瀬戸内海クルーズを行う上での連携方策とアクションプラン 

瀬戸内海クルーズの振興に向けて、連携するテーマや対象とするクルーズの種類によって

様々な連携が可能であると考えられることから、第３章で検討した連携方策を対象港湾（地

域）、取組主体、取組期間のそれぞれに区分し具体的なアクションプランとして提案するこ

ととする。 

  なお、個人所有のクルーザーによるクルーズ振興は、引き続き事業定着に向けた基盤の整

備、商品化に向けた課題の整理をおこなって行くことが望まれる。 

  また、特に短期で取り組むアクションプランとして、国、自治体の連携とともに瀬戸内海

沿岸地域の連携組織とも連携し、瀬戸内海が有する観光資源の発掘・整理、テーマによるク

ルーズルートの提案及び社会実験クルーズ実施、クルーズ船の寄港情報など一元的な情報提

供など、平成 22 年度に取り組まれる瀬戸内国際芸術祭なども踏まえ早急に取り組んでいく

ことが必要である。 

 

【対象港湾（地域）】 

瀬戸内海の港湾は、大阪、神戸、広島等の特定重要港湾から、離島の地方港湾まで様々

である。連携方策によって対象とする港湾の規模や特徴が異なるため、取り組み内容ごと

に対象港湾を整理する。 

①広域型クルーズの発着・寄港地 

②域内型クルーズの発着地 

③域内型クルーズの寄港地 

④その他港湾 

 

【取組主体】 

瀬戸内海のクルーズ振興のための具体的な取り組み内容を、実際に実施する主体として

以下が考えられる。 

①国（国土交通省、農林水産省、文部科学省、経済産業省、環境省等） 

②港湾管理者（県及び一部自治体） 

③自治体（港湾部局、観光部局、地域振興部局、農林水産部局、交通部局、教育部局、

環境部局等） 

④瀬戸内海沿岸地域の広域連携組織 

（瀬戸内・海の路ネットワーク推進協議会、中国地域クルーズ振興協議会等） 

⑤民間事業者（船舶運航事業者、陸上交通事業者、観光施設事業者、マリーナ施設、宿

泊施設等） 

⑥地元市民・市民団体・市民ボランティア 

 

【取組期間】 

瀬戸内海のクルーズ振興のための具体的な取り組み内容について、短期（１～３年）、長

期（４～５年）の別に取り組み期間を提案する。 
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表 6-1-1(1) 瀬戸内海クルーズを行う上での連携方策とアクションプラン 

連携方策 取り組み内容（アクションプラン） 

対象港湾 取り組み主体 
実施 

時期 
①広域型クルー

ズの発着・寄港
地 

②域内型クルー
ズの発着地 

③域内型クルー
ズの寄港地 

④その他港湾 

A.国 B.港湾管理者 C.自治体 
D.瀬戸内海沿岸地
域の広域連携組織 

E.民間事業者 F.地元市民 
短
期 

長
期 

（
１
）
域
内
型
ク
ル
ー
ズ
の
商
品
化 

1) 新 た な

観 光 資 源

の開発 

○ 共 通 テ ー マ

の 資 源 の 発

掘 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●テーマ性（風景、歴史、風土等）に基づいた観光

資源の発掘のための調査の実施 

※自然系：多島海景観、瀬戸、白砂青松、奇岩等 

※文化系：棚田・段々畑、伝統漁業、水軍・水城、

城・城址、軍事施設群、土木遺産・産業遺産、

石（石切り場、構造物）、小説・映画・絵画の舞

台、花卉畑、万葉集ゆかりの地、エコ体験等 

※人文系：旧跡・史跡、社寺・仏閣（金比羅、住

吉、恵比須等）、町並み（港町、宿場町、商家町

等）、源平合戦、朝鮮通信使、北前船、博物館・

郷土館・民俗資料館、美術館・アート、祭事、

橋梁、船等） 

①②③④ 

○潜在的な資源の

発掘のための悉

皆調査等の実施 

○専門家等による

地域資源の評価

の実施 

○地域の観光関係

者、教育委員会等

へのアンケート

の実施等連携し

て実施 

○地域の観光関係

者、教育委員会等

へのアンケート

の実施等連携し

て実施 

○地元市民への生

涯学習等の機会

提供、支援 

○資源発掘のテー

マの設定及び各

地域において発

掘された資源の

整理とデータベ

ース化 

○クルーズメニュ

ーの開発やガイ

ドマップ、HP への

掲載等へ活用 

― ○地域の口コミ情

報等、地域情報を

活用した資源探

し等の活動 

○  

○ 観 光 資 源 の

瀬 戸 内 ブ ラ

ンドの構築 

●地域色豊かな食や特産品などを「瀬戸内ブランド」

として認証・育成するシステムの導入 

①②③④ 

― ― ○瀬戸内海の観光

資源、観光対象、

食や特産品等瀬

戸内ブランドの

対象洗い出しと

登録の推進 

○瀬戸内海の観光

資源、観光対象、

食や特産品に対

して「瀬戸内ブラ

ンド」を認証する

基準等の仕組み

づくりの検討 

○瀬戸内ブランド

の情報発信 

○地元特産品や工

芸品、食、等の瀬

戸内ブランドへ

の登録 

○瀬戸内ブランド

の品質維持 

― 

 ○ 

2) ク ル ー

ズ メ ニ ュ

ー 及 び コ

ー ス の 開

発 

○ テ ー マ 性 の

あ る ク ル ー

ズ メ ニ ュ ー

の開発 

●上記で発掘した観光資源をテーマ別につなぎ、特

定のテーマに沿った観光資源を結ぶこだわりのク

ルーズメニューの提供 

②③④ 

○コースの開発、

メニューの検討

に必要な関係者

との調整 

○係船など施設使

用 手 続 の 簡 素

化、統一の検討 

○クルーズ船が係

留可能な港湾施

設等の把握・整理 

 

 

○港湾から近い宿

泊施設の分布状

況把握・整理 

○クルーズとして

活用可能な定期

航路の抽出 

○観光ボランティ

アガイド情報な

どの把握・整理 

○レンタサイクル

や他の交通機関

への乗り継ぎ情

報等の把握・整理 

○みなと周辺の観

光情報・飲食情報

等の把握・整理 

○体験メニューな

ど把握・整理 

○テーマ別に整理

した資源を繋ぎ、

クルーズコース

の検討 

○宿泊施設事業者

や船舶運航事業

者等民間事業者

との調整により、

既存の定期航路、

宿泊施設、クルー

ザーを活用した

メニューの検討 

○新たなクルーズ

メニューの開発

を協議するため

の民間事業者と

行政関係者によ

る協議会を組織、

運営 

（観光事業者） 

○クルーズメニュ

ーの開発協力 

（船舶運航事業者） 

○定期航路で特に

陸上から行けな

い島を巡る航路

でのクルーズメ

ニューの開発協

力 

（宿泊施設事業者） 

○宿泊施設と連携

したクルーズメ

ニューの開発協

力 

（マリーナ事業者） 

○マリーナが保有

するクルーザー

等を活用したク

ルーズメニュー

の開発協力 

○地域の口コミ情

報等、地域情報を

活用したクルー

ズメニュー、クル

ーズコース提案

の協力 

○体験型観光の受

入・協力 

○  

○ 定 期 航 路 を

活 用 し た ク

ル ー ズ コ ー

スの開発 

●既存航路と寄港地周辺の観光資源、食事等の上陸

オプションのマッチングの整理による商品化の可

能性のある航路の洗い出し 

●上記航路におけるクルーズメニューの提供 

○ 宿 泊 型 の ク

ル ー ズ メ ニ

ューの開発 

●港に近い観光地の宿泊施設の洗い出し 

●寄港地での宿泊をセットにした宿泊型のクルーズ

メニューの提供 

○ ク ル ー ザ ー

を 活 用 し た

メ ニ ュ ー の

開発 

●クルーザー等の係留できる港湾施設のある港湾の

洗い出し 

●クルーザー等での遊覧等の多様なクルーズメニュ

ーの提供 

3) ク ル ー

ズ 商 品 の

造成 

○ モ デ ル コ ー

スの設定 

●上記航路から新たなモデルコースの開発 

②③④ 

○社会実験クルー

ズ実施に必要な

関係機関との調

整や実施におけ

る支援の検討 

○実験クルーズの

支援 

 

○HP 等での情報発

信など広報等の

協力 

○社会実験クルー

ズの実施 

○HP 等での情報発

信など広報の実

施 

○ﾓﾃﾞﾙｺｰｽの提案 

○社会実験クルー

ズの実施 

○HP 等での情報発

信など広報の実

施 

（観光事業者） 

（船舶運航事業者） 

○社会実験への協

力 

○参加者の募集協

力 

― 

○  
○ モ ニ タ ー ツ

ア ー の 実 施

と ニ ー ズ の

把握 

●上記モデルコースに基づきモニターツアーを開

催、アンケート等の実施による利用者のニーズの

把握 
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表 6-1-1(2) 瀬戸内海クルーズを行う上での連携方策とアクションプラン 

連携方策 取り組み内容（アクションプラン） 

対象港湾 取り組み主体 
実施 

時期 
①広域型クルー

ズの発着・寄港
地 

②域内型クルー
ズの発着地 

③域内型クルー
ズの寄港地 

④その他港湾 

A.国 B.港湾管理者 C.自治体 
D.瀬戸内海沿岸地
域の広域連携組織 

E.民間事業者 F.地元市民 
短
期 

長
期 

（
１
）
域
内
型
ク
ル
ー
ズ
の
商
品
化
（
続
き
） 

4) 情 報 発

信・PR 

○ 地 域 住 民 向

け の 情 報 発

信の強化 

 

●クルーズ情報等を一元的に発信できるホームペー

ジ等の開設 

●観光資源など魅力の発信 

①②③④ 

― ○クルーズ情報の

提供 

○クルーズ情報の

提供 

 

○観光資源の提供 

 

○クルーズ情報の

一元化に向けた

情報整理と発信 

○観光資源等のと

りまとめ発信 

 

（船舶運航事業者） 

○情報提供 

― 

○  

●クルーズ船社や旅行代理店と協力して割安な価格

でのクルーズを提供する市民クルーズ、県民クル

ーズ、船内見学会、展示会、フォトコンテスト、

講演会等の事業の実施 

●「港まつり」や「花火大会」等のイベント時のク

ルーズ船の運航 

②③④ 

― ― ○イベント（みなと

祭り、花火大会、

花見等）に合わせ

た市民クルーズ、

県民クルーズの

企画、実施 

○HP 等での情報発

信など広報等の

協力 

（観光事業者） 

（船舶運航事業者） 

○港湾管理者と連

携し、イベントに

合わせたクルー

ズメニューの開

発、実施 

 

― 

○  

○ 観 光 者 向 け

の 情 報 発 信

の強化 

●クルーズ情報等を一元的に発信できるホームペー

ジ等の開設 

●観光情報や宿泊情報などの発信 

 ②③④ 

― ○クルーズ情報の

提供 

○クルーズ情報の

提供 

 

○観光情報や宿泊

情報等の提供 

○クルーズ情報の

一元化に向けた

情報整理と発信 

○観光情報、宿泊情

報等のとりまと

め発信 

 

（船舶運航事業者） 

○情報提供 

― 

○  

●宿泊施設やターミナルにおけるクルーズのＰＲや

情報の提供及び周辺観光情報の提供、乗船場の案

内等の充実 ②③④ 

― ○ターミナルにお

ける積極的なク

ルーズの情報提

供 

○ターミナルにお

けるクルーズの

情報提供 

― （宿泊施設事業者） 

○宿泊施設等にお

ける積極的なク

ルーズの情報提

供 

― 

○  

●「港まつり」や「花火大会」等のイベント時のク

ルーズ船の運航 

②③ 

― ― ○イベント（みなと

祭り、花火大会、

花見等）に合わせ

た市民クルーズ、

県民クルーズの

企画、実施 

○HP 等での情報発

信など広報等の

協力 

（観光事業者） 

（船舶運航事業者） 

○自治体と連携し、

イベントに合わ

せたクルーズメ

ニューの開発、実

施 

― 

○ ○ 

○ リ ピ ー タ ー

向 け の 情 報

発信の強化 

●クルーズ情報等を一元的に発信できるホームペー

ジ等の開設 

●観光資源など魅力の発信 

②③④ 

― ○クルーズ情報の

提供 

○クルーズ情報の

提供 

 

○観光資源の提供 

 

○クルーズ情報の

一元化に向けた

情報整理と発信 

○観光資源等のと

りまとめ発信 

 

（船舶運航事業者） 

○情報提供 

 

 ○ 
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表 6-1-1(3) 瀬戸内海クルーズを行う上での連携方策とアクションプラン 

連携方策 取り組み内容（アクションプラン） 

対象港湾 取り組み主体 
実施 

時期 
①広域型クルー

ズの発着・寄港
地 

②域内型クルー
ズの発着地 

③域内型クルー
ズの寄港地 

④その他港湾 

A.国 B.港湾管理者 C.自治体 
D.瀬戸内海沿岸地
域の広域連携組織 

E.民間事業者 F.地元市民 
短
期 

長
期 

（
２
）
施
設
・
交
通
体
系
等
の
整
備 

5) 係 留 施

設 や タ ー

ミ ナ ル 等

の 港 湾 施

設、港湾関

連 施 設 の

整備 

○ ク ル ー ザ ー

等 の 船 舶 の

寄港・係留可

能 な 港 湾 施

設の整備 

●既存のクルーザー等の船舶の寄港・係留可能な港

湾施設の調査の実施 

●必要な場所への港湾施設の整備 
②③ 

○整備費の補助 ○利用可能な施設

の柔軟な対応に

よる利活用 

○調査の実施及び

必要な場所への

施設整備 

― ○利用可能な施設

等の一元的情報

発信 

― ― 

○ ○ 

○ 係 留 施 設 や

客 船 タ ー ミ

ナ ル な ど の

港 湾 施 設 の

バ リ ア フ リ

ー化 

●立地条件、利用者数によるバリアフリー化の必要

な港湾施設の調査 

●必要な場所へのバリアフリー化 
②③ 

○整備費の補助 ○調査の実施及び

必要な場所への

施設整備 

― ― ○交通バリアフリ

ーの推進 

 

― 

○ ○ 

○案内所、案内

看板、緑地、

賑 わ い 施 設

等 の 周 辺 施

設の整備 

●各港周辺施設の現状把握と必要な施設の整備 

②③ 

○整備費の補助 ○調査の実施及び

必要な場所への

施設整備 

－ 

 

－ 

 

― ― 

○  

6) 市 街 地

へ の ア ク

セ ス の 改

善 

○ 港 湾 か ら 内

陸 の 拠 点 ま

で の 交 通 ア

ク セ ス の 利

便性の向上 

●港湾と空港、駅を直結する二次交通の整備（公共

交通、シャトルバス） 

●レンタカー、レンタサイクルの整備 

●案内や標識等の整備 
②③ 

○関係機関との調

整 

○交通基盤整備の

補助 

○港湾からの二次

交通の状況につ

いての調査の実

施 

○必要な交通基盤

の整備 

○案内板などの施

設整備 

○港湾周辺でのレ

ンタサイクル等

の整備に向けた

検討 

○海上と陸上共通

の１日フリーパ

ス等の実施の検

討 

○周辺施設の一元

的な情報発信 

（陸上交通事業者） 

○自治体との連携

によるバス、電車

等の路線の延伸

やルートの変更

の検討 

○フリーパス等の

検討協力 

― 

 ○ 

（
３
）
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化 

7) 人 的 ネ

ッ ト ワ ー

クの強化 

○ ボ ラ ン テ ィ

ア ガ イ ド の

発掘、育成、

組織化 

●ボランティアガイドの発掘及び育成システムの導

入 

●瀬戸内海全体での人材のネットワーク形成 

②③④ 

― ― ○地域のガイド等

の人材の発掘 

○地元市民への地

域のガイドや体

験型観光につい

ての生涯学習等

の機会提供、支援 

○各地域における

ボランティアガ

イドに対する登

録制度の検討 

○広域ボランティ

アガイドなどの

育成 

○クルーズコース

ごとのガイド等

の人的ネットワ

ークの形成の検

討 

― ○地域のガイド等

の人材の発掘 

○地域の生涯学習

等を活用したガ

イ ド の 人 材 育

成・組織化 

○  

○ 体 験 型 観 光

の ホ ス ト 役

の個人、団体

の 発 掘 、 育

成、組織化 

●体験型観光のホスト役の個人、団体の発掘及び育

成システムの導入 

●瀬戸内海全体での人材のネットワーク形成 

○  

（
４
）
広
域
型
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
誘

致 

8) 広 域 型

ク ル ー ズ

客 船 の 寄

港 要 望 に

対 応 し た

港 湾 施 設

の整備 

○ 広 域 型 ク ル

ー ズ 客 船 の

寄港・係留可

能 な 港 湾 施

設の整備 

 

●広域型クルーズ客船の寄港要望のある港湾におけ

る港湾施設の調査の実施 

●必要な場所への港湾施設の整備 
① 

○整備費の補助 ○調査の実施及び

必要な場所への

施設整備 

― ― ― ― 

○ ○ 

○ 係 留 施 設 や

旅客ﾀｰﾐﾅﾙな

ど の 港 湾 施

設 の バ リ ア

フリー化 

 

●立地条件、利用者数によるバリアフリー化の必要

な港湾施設の調査 

●必要な場所へのバリアフリー化 
① 

○整備費の補助 ○調査の実施及び

必要な場所への

施設整備 

― ― ― ― 

○ ○ 
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表 6-1-1(4) 瀬戸内海クルーズを行う上での連携方策とアクションプラン 

連携方策 取り組み内容（アクションプラン） 

対象港湾 取り組み主体 
実施 

時期 
①広域型クルー

ズの発着・寄港
地 

②域内型クルー
ズの発着地 

③域内型クルー
ズの寄港地 

④その他港湾 

A.国 B.港湾管理者 C.自治体 
D.瀬戸内海沿岸地
域の広域連携組織 

E.民間事業者 F.地元市民 
短
期 

長
期 

（
４
）
広
域
型
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
誘
致
（
続
き
） 

9) 体 制 の

構築 

 

○ ポ ー ト セ ー

ル ス の 体 制

構築 

●瀬戸内海クルーズとしてのポートセールス体制の

構築 

●邦船社、外国船社の商談会、クルーズコンベンシ

ョン等への参加 

●邦船社、外国船社の日本代理店への訪問 
① 

○ＶＪＣをはじめ

観光振興の推進

にあたり関係機

関の調整 

 

○自治体と連携し

た体制を構築（事

例：宇野港 p2-46） 

○港湾管理者と連

携した体制を構

築（事例：宇野港

p2-46） 

○瀬戸内全体のポ

ートセールス体

制を構築や自治

体間情報共有が

出来る体制の構

築 

○瀬戸内海クルー

ズとしてのポー

トセールスの実

施 

― ― 

 ○ 

○ 歓 送 迎 時 の

イ ベ ン ト に

参 加 す る 地

域 団 体 の 組

織化 

●寄港港湾と地元市町村、周辺市町村等の連携によ

るクルーズ船寄港地での歓送迎イベントやおもて

なしなど地域と一体となった受入体制の構築 
① 

○複数の自治体等

の連携に必要な

関係機関との調

整 

○自治体との連携

や施設使用（目的

外使用）に係る協

力 

○地元市民と連携

及び人材を活用

した多様な歓送

迎時のイベント

のメニューの検

討 

○連携体制構築の

ためのネットワ

ーク形成 

 ○歓送迎時のイベ

ントに参加が可

能な人材の発掘、

組織化 
○  

10)諸規制

の 緩 和 と

シ ス テ ム

の構築 

○ Ｃ Ｉ Ｑ の 受

入 体 制 の 構

築、通訳・両

替等の体制 

●ＣＩＱの受入体制の構築、通訳・両替等の体制 

① 

― ○CIQ、通訳、両替

等の体制の構築 

○港湾管理者との

連携 

― ― ― 

 ○ 

○入港料、水先

料等の減免 

●入港料、水先料、ＣＩＱ等の費用低減のための港

湾管理者、市町村の連携 ① 

― ○入港料、水先料、

CIQ の費用低減の

検討 

○港湾管理者との

連携 

― ― ― 

 ○ 

○ 航 路 規 制 の

緩和 

●航行ルールの規制緩和とクルーズ船の柔軟な運航

形態の創出 

① 

○航行ルールの見

直しや航路の輻

輳等の現状把握

の調査の実施 

○規制緩和等の検

討 

○国との連携 ○規制緩和に向け

た要望活動など

の実施 

○規制緩和に向け

た要望活動など

の実施 

○規制緩和に向け

た要望活動など

の実施 

― 

 ○ 
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6-2 瀬戸内海におけるテーマ別クルーズによる地域間の連携 

各地域が共通のテーマで繋がることで一つのクルーズの可能性が生まれる。 

本節では、各港湾の観光資源をテーマ別に整理し、港湾の連携の可能性を示す。 

  表 6-2-1(1) 瀬戸内海沿岸の観光資源のテーマ別のまとめ 
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表 6-2-1(2) 瀬戸内海沿岸の観光資源のテーマ別のまとめ 

 

 



 6-8 

                                                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）青字：城郭、城跡、黒字：町並み 

図 6-2-1 歴史に関する連携テーマ（城下町・町並み：城郭・城跡、町並み） 

和歌山下 津港（和歌山
城、黒江の町並み） 

姫路港（姫路城） 

宇和島港 
（宇和島城） 

大阪港 
（大阪城） 

高松港 
（高松城跡） 

徳島小松島港 
（徳島城跡） 

松山港 
（松山城、三津の町並み） 

今治港 
（今治城） 

尾道糸崎港 
（尾道の町並み） 

広島港 
（広島城） 

岩国港 
（岩国城） 

下関港 
（長府城下町の町並み） 

北九州港 
（ 小 倉 城 、 門 司
港レトロ地区） 

大分港 
（府内城跡） 

福 山 港 （ 福 山
城 、 白 壁 の 町
並み） 

湯浅広港 
（湯浅の町並み） 

阪南港 
（岸和田城） 

明石港 
（明石城趾） 

赤穂港 
（赤穂城跡） 

洲本港（三熊
山洲本城跡） 

牛 窓 港
（牛窓の
町並み） 岡山港 

（岡山城） 

因島 
（因島水軍城） 

竹原港 
（竹原町並み、） 

大崎下島 
（御手洗町並み） 

倉橋島 
（音戸の古い町並み） 

柳井港（古市・金屋
白壁の町並み） 

丸亀港 
（丸亀城） 

多度津港 
（金比羅街道の町並み） 

長浜港 
（大洲城） 

八幡浜港 
（明治時代の町並み） 

中津港 
（中津城、中津の寺町） 

守 江 港 （杵 築 城 、
杵築城下町） 

日出港 
（暘谷城趾） 

臼杵港（臼杵城跡、 
臼杵武家屋敷の町並み） 

佐伯港 
（佐伯城址） 
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注）赤字：国宝、黒字：重要文化財 

図 6-2-2 歴史に関する連携テーマ（寺院：国宝、重要文化財） 

和歌山下津港 
（紀州東照宮） 

大阪港 
（住吉大社、 
四天王寺） 

堺泉北港 
（南宗寺） 

阪南港 
（大威徳寺） 

泉佐野港 
（慈顔院） 

淡輪港 
（舟守神社） 

尼崎西宮芦屋港 
（西宮神社） 

東播磨港 
（鶴林寺） 

姫路港 
（書寫山圓教寺） 

福山港 
（ 明 王 院 、 沼 名 前 神
社、備後安国寺） 尾道糸崎港 

（浄土寺、西郷寺、 
天寧寺、西國寺） 

生口島 
（向上寺、 
光明坊） 

倉橋島 
（ 桂 濱 神
社） 

広島港 
（不動院） 

宮島港 
（厳島神社） 

三田尻中関港 
（周防国分寺） 

秋穂港 
（ 瑠 璃 光 寺 、 八 坂
神 社 、 洞 春 寺 、 古
熊神社、龍福寺） 

下関港 
（住吉神社、 
功山寺） 

徳島小松島港 
（丈六寺） 

志度港 
（志度寺） 高松港 

（屋島寺） 
坂出港 
（神谷神社、 
白峯寺） 

観音寺港 
（観音寺） 

大島 
（宝篋印塔） 

大三島 
（大山祇神社） 

松山港 
（ 石 手 寺 、 太 山 寺 、 大
宝時、浄土寺） 

弓削島 
（定光寺） 

高田港 
（富貴寺） 

臼杵港 
（国宝臼杵石仏） 
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上関水軍まつり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）赤字：源平合戦、緑字：村上水軍、青字：朝鮮通信使、黒字：北前船 

 

図 6-2-3 歴史に関する連携テーマ（歴史的テーマ：源平合戦、村上水軍、朝鮮通信使、北前船） 

 

神戸港 
（三宮神社、須 磨浦、
兵庫津の道） 

姫路港 
（室津海駅館（御津町）） 

高松港 
（高松平家物語歴史館） 

下関港 
（赤間神宮、 
平家雛流し神事、 
壇ノ浦、赤間神宮） 

徳山下松港 
（遠石八幡宮） 

福山港 
（鞆の浦、福山市鞆の浦歴
史 民 俗 資 料 館 、朝 鮮 通 信
使遺跡鞆福禅寺境内） 

牛窓港 
（西脇海水浴場、 
牛窓海遊文化館） 

児島港 
（むかし下津井廻船問屋） 

笠岡港 
（白石踊） 

因 島 （因 島 水 軍 城 、因 島
水軍まつり、宮島さん協賛 
い ん の し ま 水 軍 花 火 大
会、因島公園） 

大三島 
（伯方塩業大三島工場、大山祇神社） 

大島 
（今治市村上水軍博物館、 
水軍レス大会（花火大会）、 
高龍寺、能島） 

大崎下島 
（御手洗町並み保存地区） 

下蒲刈島 
（松濤園、朝鮮通信使記念庭園） 

室津港 
（上関水軍まつり） 

平生港 
（上関御番所） 

大津島 
（平家踊り） 

多度津港 
（金比羅街道の町並み） 

東予港 
（西条まつり） 

八幡浜港 
（平家谷自然公園） 
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注）黒字：神事・祭事 

図 6-2-4 文化に関する連携テーマ（神事・祭事） 

和歌山下津港（港ま
つり花火大会など／
1、3、7-9 月） 

神戸港（神戸ルミナリエなど／
1-2、5、7-8、11-12 月） 
 

姫路港（姫路ゆかたまつり
など／4-6、9-10 月） 

宇和島港（うわじま牛
鬼まつりなど／7 月） 

三田尻中関港 
（牛替神事など／2、8、11 月） 

大阪港（天神祭など
／1-3、7-12 月） 

宇野港（マリンフェスティバル・
インたまの／1-2、4-12 月） 

高松港（さぬき高松ま
つりなど／6、8、9、12

 

徳 島 小 松 島 港 （阿 波
おどりなど／7-8 月） 

松 山 港 （ 道 後 温
泉 ま つ り な ど ／
2-5、7-8、10 月） 

今 治 港 （ 今 治
地 方 春 祭 りな
ど／5、8 月） 

尾道糸崎港 
（ 祇 園 祭 な ど
／7、11 月） 

呉港 
（呉海上花火大会／8 月） 

広 島 港 （宮 島 かき祭 り
など／2、6-9、11 月） 

岩国港 
（日米親善デーなど／5、8 月） 

下関港（平家雛流し神
事など／2-5、8 月） 徳 山 下 松 港 （ 光

花火大会／8 月） 

宇 部 港 （宇 部 市 花 火
大会／7 月） 

北九州港（関門海峡花火大
会など／1、7-8、11-12 月） 

大分港（関あじ・関さばまつ
りなど／1-2、8、11-12 月） 

別府港（志高湖火まつり
など／7、8、12 月） 

福山港（笹酒祭り
など／1、5、8 月） 

大竹港 
（ひな流しなど／1、3 月） 

湯浅広港（湯浅まつ
り花火大会／8 月） 

由良港（興国寺の燈
籠焼／8 月） 

堺 泉 北 港 （堺 刃 物 ま
つりなど／2、8 月） 

阪南港（岸和田だんじり祭
りなど／2、7、9-10 月） 

泉州港（秋祭り
／10 月） 

尼崎西宮芦屋 港(十日え
びすなど／1、7 月) 
 明石港(奉納能

楽会／5 月) 
 

東 播 磨 港（加 古 川まつり
花火大会など／1、8 月） 

相生港（相生ペー
ロン祭／6 月） 

赤 穂 港 （ 赤 穂 義
士祭／12 月） 

淡路交流の翼港 
（水かけ祭／9 月） 

洲本港（春季例大祭など
／1-2、7-8、11-12 月） 

福 良 港 （ 三 番
叟／1 月） 

日生港 
（閑 谷 学 校 釈 菜 ／10

 

牛 窓 港 （ 牛 窓 秋
祭り／10 月） 

岡山港（おかやま桃太郎
まつりなど／1-2、4、7-8
月） 

児 島 港 （せんい児 島 秋 の
瀬戸大橋まつり／10 月） 

笠岡港 
（白石踊など／8 月） 

真鍋島 
（走り神輿／5 月） 

因島（因島水軍ま
つりなど／8 月） 

生口島 
（光明坊涅槃会な
ど／3、4、8 月） 

須波港（三原やっさ祭
りなど／2、8 月） 

大三島 
（ 三 島 水 軍 鶴 姫 ま
つり／5、7、9 月） 

伯方島 
（ 弓 放 し （ 初 祈 祷 ）
など／2、8、10 月） 

大島 
（水軍レース大会（花
火大会）／8 月） 

竹 原 港 （たけ はら七 夕
まつりなど／7-8 月） 

安芸津港 
（酒まつりなど／10 月） 

倉橋島 
（早 瀬 かきまつ
りなど／2 月） 

大崎上島 
（ お 大 師 さ ん
／時期不明） 

江田島 
（江田島市カキ祭／2 月） 

柳 井 港 （ 阿 月
神 明 祭 など／
2、8 月） 

室津港 
（上 関 水 軍 ま
つり／8 月） 

大津島 
（平家踊りなど／4 月） 

秋穂港（湯田温泉白狐
まつりなど／2、4、8 月） 

周防大島 
（ 周 防 大 島 花
火大会／8 月） 

小野田港（山陽小野田
市民まつり／10 月） 

撫養港（鳴門市阿波お
どりなど／8 月） 橘港（徳島椿まつ

りなど／3、7 月） 

引 田 港 （ 白 鳥
神社秋季大祭
／10 月） 

志 度 港 （鎮 花 祭
など／4、8 月） 

坂出港（さかいで
大 橋 ま つ り な ど
／2、8 月） 

丸亀港 
（丸亀お城まつりなど／5、8 月） 

多度津港（たどつ夏ま
つりなど／8 月） 

詫間港（どぶろく祭
など／8、10 月） 

観音寺港 
（さぬき豊 浜 ちょ
うさ祭／10 月） 

小豆島 
（肥土山離宮八幡神社
農村歌舞伎／5 月） 

直 島 （直 島 の火
まつり／8 月） 

三 島 川 之 江 港
（ 天 神 祭 花 火
大会／7 月） 

新居浜港 
（新 居 浜 太 鼓
祭り／10 月） 

東予港（西条ま
つり／10 月） 

長 浜 港 （ 元 祖 大 洲 の
いもたきなど／1、4、
6、8、11 月） 

八幡浜港（八幡浜みな
と花火大会／8 月） 

三 崎 港 （しゃんし
ゃん踊り／9 月） 

御 荘 港 （南 宇 和 観 光 闘 牛
大会など／1、5、8 月） 

弓削島 
（ と ん ど 焼 き な ど
／1、4、10 月） 

刈 田 港 （ 等 覚 寺 の 松
会など／4、8 月） 

宇島港（豊前市みな
と祭り／8 月） 

高田港（ホーラン
エンヤ／1 月） 

伊 美 港 （ 伊 美 別 宮 社 流 鏑
馬など／1-2、10-11 月） 

守 江 港 （ 杵 築 市 納 涼 花
火大会など／3、8 月） 

日 出 港 （ 赤 松 山 願 成
就寺春の大祭／2 月） 

臼 杵 港 (国 宝 臼 杵 石 仏 火
まつりなど／3-4、8、11 月) 

 津 久 見 港 （ つ く み
港まつり／7 月） 

佐伯港（さいき番匠の火まつり謝
恩納涼花火大会など／4、8 月） 

姫島 
（ 姫 島 車 えび 祭 な
ど／5、8、10 月） 
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6-3 瀬戸内海地域の広域的な連携によるクルーズ振興の 

実現に向けたアクションプランの実行のために 

 

6-3-1 アクションプラン実行のための前提条件作り 

委員会の議論にもあったように、アクションプランを実行するためには、その実行を担

保できる条件づくりが不可欠である。特に、瀬戸内海の魅力を瀬戸内海全体として大都市

圏を中心とする多くの住民に積極的にアピールすることが瀬戸内海クルーズの振興には

必須である。この認識のもとに、まず、近畿・中国・四国・九州の各地方整備局港湾空港

部は、先導的にプランを実現すべく以下の早急な対応に取り掛かる必要がある。 

 

(1) アクションプランを主体的に担う連携組織の活動始動 

前述のアクションプランでは、瀬戸内海が有する観光資源の発掘・整理、テーマによる

クルーズルートの提案及び社会実験クルーズ実施、一元的なクルーズ船の寄港情報などの

発信について、瀬戸内海沿岸地域の広域連携組織を活用して取組むこととしている。しか

し、この組織がこれらの多くの取組みを実現していくためには、様々な立場の関係者の協

力が必要であることはもちろん、連携組織自体にも現状以上の人材パワー、資金力等が不

可欠となる。 

当該連携組織は、目指すべきゴールイメージを明確にした上で、会員の意思統一を図り

つつ、まず活動を始動することであり、次に、動き始めた活動を一層加速させていくべく、

連携組織化のソフト面に優れる人材投入や資金面等の支援においても国が強力なサポー

トをしていく必要がある。 

 

(2) クルーズ振興の前提となる瀬戸内海の魅力を一元的に整理・発信する主体の確立 

クルーズ振興を実現するためには、船社の悩みである採算性の問題を解決する必要があ

る。クルーズを振興しつつ、採算性の問題を解決するためには、瀬戸内海自体に多くの人

を呼び込むことが必要であり、そのためには、多くの人に瀬戸内海の知られざる魅力を整

理した上で、わかりやすく伝える必要がある。クルーズを実際に担う船社にとっても、旅

行商品を企画提供する旅行会社にとっても、民間独自での商品開発を行うには、瀬戸内海

は広すぎる等の開発力の限界があると考えられる。 

この役割は、アクションプランの中に示したとおり、瀬戸内海沿岸地域の広域連携組織

こそが担うべきである。そのためには、瀬戸内・海の路ネットワーク推進協議会などの連

携組織でクルーズ振興に関わる瀬戸内海の魅力の整理と情報発信・情報提供を一元的に行

えるような取組が必要である。 
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6-3-2 短期的に想定するべき具体的なターゲットとアウトプット 

アクションプラン実行のための前提条件づくりと併せて実施すべき内容について、具体

的に以下にとりまとめる。瀬戸内海沿岸地域の広域連携組織は、これらの内容を瀬戸内海

全体で整理した上で、一元的に情報発信するとともに、各地域特性を活かした一島一品の

ブランド産物となるような商品開発を行い、併せて、地域商品・地域特性と共通のテーマ

性があり調和のとれたクルーズを実践することが不可欠である。 

 

(1) 短期的に想定すべき具体的なターゲット 

瀬戸内海の魅力を知ってもらい、瀬戸内海自体に多くの人を呼び込み、瀬戸内海でクル

ーズを体験してもらうため、瀬戸内海の魅力を十分に知らない首都圏・中京圏等の大都市

圏の住民を短期的に取り組むべきターゲットとして絞り込む。特に、熟年層に向けた情報

発信が必要である。一方、近畿・中国・四国・九州の住民等への情報発信を行うことで、

瀬戸内海クルーズへの好奇心を喚起する必要がある。 

表 6-3-1 瀬戸内海の魅力等を情報発信する具体的対象（ターゲット） 

ターゲット 

居住地 

近畿・中国・四国 

・九州の住民 

首都圏・中京圏等の 

大都市圏の住民 
海外滞在者 

属

性 

熟年層 ・市町村や府県の公報

やホーページ、雑誌

等によるクルーズ情

報の提供 

・旅行会社、住民にまず、

瀬戸内海全体の魅力

情報をホームページ、

雑誌等で提供し、クル

ーズ興味を喚起 

・クルーズシップコン

ベンションや各海

外船社等への情報

提供 

若者 ・ホームページ、雑誌

等によるクルーズ情

報の提供 

・旅行会社、住民にまず、

瀬戸内海全体の魅力

情報をホームページ、

雑誌等で提供し、クル

ーズ興味を喚起 

 

修学旅行等を

実施している

学校 

－ ・学校、旅行会社への情

報提供 

－ 

 

(2) 短期的に想定するべき具体的なアウトプット 

瀬戸内海沿岸地域の広域連携組織が取組むべき内容としてはアクションプランに示して

いるが、広域連携組織のような大組織を1つの方向に導くためには、より具体的なアウト

プットのイメージを明確にしておく必要がある。このため、短期的に想定すべき内容を、

以下に再整理して示す。 
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表 6-3-2 クルーズ振興に向けた具体的なアウトプット 

 具体的アウトプット 備  考 

情
報
収
集
・

整
理 

・観光資源（自然、歴史・文化等） 
府県、市町村の垣根のない瀬戸内海全域での

整理 

・連携可能な統一テーマ等知的好奇心を満

足させる情報・観光資源等 
なるほどと感心する口コミ情報、歴史情報等 

情
報
発
信
内
容 

・クルーズコース別の魅力情報 クルーズコース別の一群の情報等 

・発着地での情報提供 
駅や空港におけるクルーズ情報及び瀬戸内

海の観光情報の提供 

・島嶼情報（島別情報） 一島一品産物情報等 

・多島美（灘・瀬戸・海峡・潮流情報） 瀬戸内海特有の小地区毎の情報等 

・地域独自情報（見所、食べ所、歩き所等） 
グルメ・味覚、町並み、産品、歴史、文化・

芸術、産業・環境、景観等の分野別情報等 

・個人クルーザー寄港可能港の情報と周辺

魅力情報 

個人クルーザー向け寄港情報、寄港のための

手続き情報等 

情
報
発
信
手

法 

・クルーズ情報の一元的発信 
瀬戸内海の魅力とクルーズに関する最新情

報等を一元的に提供するシステムの検討 

・旅行会社、クルーズ会社への情報提供 
旅行会社や船社等への情報発信等を行う場

の創出 

商
品
化
へ
の
働
き
か
け 

・雑誌社への瀬戸内海特集の働きかけ 

瀬戸内海全域、分野別、着地別、灘・瀬戸・

海峡・湾等の地域別等に雑誌の特集を働きか

ける 

・旅行会社への瀬戸内海キャンペーン等の

働きかけ 

魅力的な商品になりそうなコースなどの組

み合わせを紹介し、商品化やキャンペーン実

施等を働きかける。 

・商品開発に関する会議等の検討 
旅行会社や船社等への情報発信、商品化の企

画検討等を行う場の創出 

ク
ル
ー
ズ
の

実
施 

・社会実験クルーズの実施 
魅力的な商品になりそうなコースなどを組

み合わせ社会実験クルーズの実施 

・参加型イベントクルーズの検討 
瀬戸内海の島巡りスタンプラリー等テーマ

を設けた参加型イベントの検討 

港
湾
施
設
の
整

備 

・係留施設や客船ターミナルなどの港湾施

設のバリアフリー化 

従来型の画一的整備ではなく、利用者や管理

者のニーズに合致した柔軟な施設整備への

取組み 

・案内所、案内看板、緑地、賑わい施設等

の周辺施設の整備 

市民が集い、港が賑わうことを目的とした広

義的な港湾整備への取組み 
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